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名久井　　東日本における樹皮利用の文化

東 日本における樹皮利用の文化

　　　 加工技術の体系と伝統

名 久 井 　 文 　 明*

Systematic Study of Bark Processing in Eastern Japan

Bunmei  NAKUI

   The manipulation of tree bark can be found in many parts of the 
world. In Japan, too, it is widely distributed through Kyushu to Hok-
kaido. However, in Japan the skill concerning bark manufacturing has 
not been taken up carefully as a subject of study. For this reason its 
whole picture, that being its historical source as well as its cultural 

genealogy is not always detailed. 
   We need some detailed indexes to make comparisons between 

different peoples, and regions. Also, studying material of different ages 
in a certain confined region can tell us much about various cultural fac-
tors concerning the use of bark. For that reason it is more important to 
systematically accumulate many facts about the use of bark in a certain 

people and a certain region. From this point of view, I decided to look 
into folk bark products in Eastern Japan. I wanted to study Eastern 
Japan's products regarding the accumulation and manufacturing of 
bark. 

   In the first chapter, based on an interview with an elderly man, I first 
explain how bark was torn off in traditional Eastern Japan. It is largely 
classified into "the way to tear off" and "whole tree stripping." The 
former is classified into three ways: one is "tearing off vertically" used to 

get thin, long bark, another is "tearing off horizontally" used to get wide 
ones, and the other is "tearing off spirally," to get thin, long bark when 
tearing off is not impossible or when bark will be used for spirally wound 
objects. Secondly, I examine various kinds of bark products using the 
above methods. Next I explain the bark process skills, for example
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 to join both edges of bark together after shaping in a circle, to join 
both sides together folding in two, to shave off and produce various 
shapes, to join four sides together spread and folded up, to knit, to 
assemble, to wind, to cover, and to use in free form. Finally I introduce 
actual recent folk material using the above processes. 

   In the second chapter, I relate modern examples to Jomon remains 
in Eastern Japan and  to various other areas. By analyzing the skill, 

(such as, cutting bark like a tape, knitting, assembling, winding,  bundl-
ing up, twisting, spreading out, joining in a circle, shaving off producing 
different  shapes), comparison is possible. The two tearing off techniques 

(horizontal and vertical) used for products can be easily found in the 
Jomon Period. As well, there is a great possibility that "tearing off 
spirally" had existed. Tearing off bark and various process skills are 
remarkably similar to modern folk examples. Further, it is unclear if 
the "whole tree stripping" process existed in the Jomon Period. Since 
the Jomon Period, the bark culture has successfully continued in Japan.
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　　(1)「 縦剥ぎ型剥離法」による樹皮の
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おわ りY'

222



名久井　 東日本における樹皮利用の文化

は　 じ　め　に

　ある種の樹皮を選択 し,樹 皮が備えている諸特性を巧みに取 り出して活用する技術

は世界各地に分布 している。それは大別すると,主 として樹皮の物理的性質を利用す

ることによって器物を製作する分野と,薬 品や染料,と りもちや川漁用の毒といった

非成形的な成分利用の分野とに分けられるようである。そ ういった樹皮利用の技術は

わが国においても北海道から九州まで広 く分布しているわけだが,樹 皮加工に関わる

技術文化についてはこれまで研究対象としてあまり取 り上げられてこなかった。その

ためその全容は必ず しも詳らかでなく,文 化的系譜は勿論のこと歴史的由来も明らか

になっていない。

　いま近隣諸国の状況を見ると,東 北アジアの落葉広葉樹林帯には各種の器物を樹皮

で加工する技術文化が発達 している。例えば中国東北部,シ ベリア,日 本など各地の

民族が残 した樹皮製品を概観してみると,そ れぞれに特徴的な独自性を保持 している

と同時に,ど こかしら相通 じる共通性も観察されるのである。そのように日本の近隣

諸国にも樹皮利用の伝統があること,し かもそれが本州から北海道へ,北 海道からサ

ハ リンへ,シ ベ リアか ら中国東北部へとあたかも連なるように分布していること,そ

してある加工技術の中には 日本の例に共通するものが認められることなどに着 目して

みると,わ が国の樹皮加工技術文化が日本列島内において独自に発生し,発 達 してき

たものとは考え難いのである。ではわが国の樹皮加工技術文化は東北アジアの落葉広

葉樹林帯の文化にその系譜が求められるのであろうか。 ところがわが国のその要素の

中には東北アジアとの共通性ぼか りではなく,北 アメリカ大陸の少数民族に伝えられ

ている樹皮加工技術との共通性が認められる例も存在しているのである。

　そのような諸方面 との類似が単なる偶然の産物に過ぎないのか,そ れとも何 らかの

歴史的事実を反映したものであるのかといった点については現在のところ全 く解明さ

れていない。そのことについて相互を比較 した り,そ こから見出される異同の意味す

るところを理解するための有効な手段を持ち得ていない,と いうのが現在の学問レベ

ルの実状と言ってよいだろう。

　異なった民族や地方間における樹皮利用を巡るさまざまな文化要素の対比を行 うた

めには,ま ずもってある民族や地方の樹皮利用に関わる文化要素の客観的事実を網羅

的に集積 し体系化を図ることが肝要 と思われる。そうした集積と体系化の作業を各地

の民族や諸地方の場合について実施 してい くならば,異 なった民族間や遠隔地間の対
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比も可能になるに違いない。もしそ うした対比によって相互の異同の濃淡を知ること

ができるとすれば,そ こから相互の親疎の程度を推量するとい うことも可能になって

くるのではないだろうか。またこのような比較はある限定された地方における異なっ

た時代の資料どうしにおいても可能 と思われる。その結果もし新旧の異同を明らかに

することができれば,そ の地方における文化的連続や断絶,他 地方との影響関係など

についても推察できるようY'なると思われる。

　私はそのような考えに立ち,私 にとって最も調査がし易い東 日本の民俗例に視点を

定めて,樹 皮を利用して器物を製作する分野を調査し樹皮の採取法や加工技術につい

ての全容を明らかにし体系化を試みることにした。そしてそこで得られた知見を基に,

比較のひとつの例として縄文時代の遺跡から発見された樹皮製遺物との対比を試み相

互の関連性について考察 した。

　以下は2章 から構成されるが,第1章 では東 日本特に東北地方における聞き取 り調

査並びに各種樹皮製品の検討に基づいて,ま ず伝統的な樹皮の採取法を明らかにして

いる。次いで各種の樹皮製品の精査を通 して得られた樹皮加工技術の各種類について

網羅的に挙げ,そ の具体例としての近現代の樹皮製民俗資料を紙数の許す範囲で紹介

している。これらの配列についてはまず素材としての樹皮の形状を決定することにな

る樹皮の採取法によって分類し,次 いで樹皮を加工する技術の各種に依った。その体

系の全容はコンパクトに整理した表 としてこの章の末尾V'挿 入しておいた。

　第2章 では東北地方その他の縄文遺跡から出土した樹皮製遺物を分析的に技術分解

す ることにより,ま ず縄文時代の樹皮加工技術を検証 し,そ れに基づいて縄文時代の

樹皮採取法についても推察した。その結果として縄文時代の樹皮加工技術文化と近現

代のそれ との間G'は濃厚な共通性があることを指摘 し,そ の意味するところとしてわ

が国の近現代の樹皮加工技術文化が,実 は縄文時代以来の伝統を受け継いだものであ

ることを論 じた。

　なおこの論文で扱 う樹皮は繊維を利用するものが多いが,同 じ繊維が採れる植物で

もタケ,シ ュロといった被子植物単子葉類の繊維は双子葉類の場合 と植物学的には全

く異質であるところから,い かに丈高くなるものであってもここでは除外 した。

　 またこの論文に引用 した樹皮製品は,1991年 に岩手県立博物館が開催した企画展「北

国の樹皮文化」に展示された資料を中心 としていること,お よび以下の実測図の数値

の単位はmmで あることをお断 りしておきたい。
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第1章 東 日本における伝統的樹皮加工技術の体系

1.東 日本における樹皮採取法

　 (1)樹 皮採取の適期

　北 日本の落葉広葉樹林が最も鮮やかな彩 りを見せるのは,秋 深い紅葉の頃である。

霜が降るようになると木々はその名の通 り葉を落とし,や がて来る春のための新芽を

用意しながら長い冬の眠 りに就 くのである。そして早春,陽 の光が再び力を取 り戻す

時,樹 木は旺盛な活力を回復 して芽吹きの季節を迎える。新芽が萌え,樹 種 ごとに少

しずつ色を異にする新緑が日毎に濃 くなって,や がて全山がしたたる緑に包まれる。

どうかするとサクラの葉先から滴がこぼれ落ちた り,切 られたヤマブ ドウの蔓がさか

んに樹液を出すのもこの季節である。梅雨どきから7月 にかかるこの頃,樹 木の活動

は最も活発 となって水分の吸い上げが著 しいのである。

　樹皮を剥いで利用 しようとする人々が山に入るのはち ょうどこの時期で,あ る古老

はその目安を 「マダの芽が鷹の爪のようになった頃」と言う。サクラは花が咲けば剥

げるという。ウリハダカエデは冬でも剥げるというが,多 くは梅雨どきが適期であ り,

普通土用が来れぽ剥げなくなると言われている。樹皮を利用する植物の種類はかな り

限られてお り,そ れらの総てについて樹皮が剥げる時期を実験によって確認すること

は不可能なことではない。 しかし一旦樹皮を剥ぐとその樹は枯れるところから,あ る

程度の太さの幹から樹皮を剥 ぐ実験は事実上困難なのである。筆者はヤマブ ドウ,ス

ギ,ヒ バ,サ クラ,ケ ヤキ,シ ナノキ,オ ニグル ミなどの樹皮を剥いだ経験があるが,

それらを通 して知られることは,有 用の樹皮で先に述べた時期すなわち梅雨 どきから

7月 上旬頃までの間に剥げない樹木はない,と いうことである。では伝統的な樹皮の

採取法はいかなるものであったか,東 日本の民俗例から紹介してみよう。

　 (2)樹 皮採取法の2大 別　　剥離法と抜き取 り法

　いま樹皮を剥 ぐと表現 したが,厳 密に言 うと2種 類の方法に大別 される。ひとつは

何らかの方法で樹皮の外面を切 り開き,そ こを手掛か りとして木質部から樹皮を引き

剥がす方法で,こ の類を以下では 「剥離法」 と称する。これに対 し樹皮の外面を切 り

開 くことなく,外 から叩くことによって内皮 と木質部の離間を図 り,木 質部を抜き去

ることで樹皮を獲得する方法があ り,こ れを以下では 「抜き取 り法」と称する。
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　1)剥 離法

　樹皮の剥離法は,樹 皮を引き剥がす際の方向の違いにより3種 類に細別される。第

1は 樹幹の天地を繋 ぐように側面を縦に切 り,そ の切 り口を手掛か りとして樹皮を横

方向に幅広 く剥ぐ方法で,そ れをここでは 「横剥 ぎ型剥離法」と称する。第2は 樹幹

の一側面を横に切 り,そ の切 り口を手掛か りとしてその幅の樹皮を縦方向に引き剥が

す方法で,そ れをここでは 「縦剥ぎ型剥離法」と称する。第3は 樹幹または樹枝から

螺旋剥ぎに採る方法で,樹 皮に刃物で螺旋形に切 り込みを入れそれを頼 りに樹皮を剥

ぐ方法と,切 り込みを入れずに指先だけで外皮を剥ぐ方法 とがある。 この類をここで

は 「螺旋剥ぎ型剥離法」 と称する。このように剥離法 というのは樹皮の表面に刃物を

当て,つ けた切 り口を手掛か りとして樹皮を引き剥がす方法である。

　A.横 剥ぎ型剥離法

　① 樹木から幅広 く内皮まで剥離する場合一 シナノキの例

　1992年7月 岩手県岩手郡雫石町の山内で実見させて戴いた,同 町在住の小田栄二氏

に よる方法。山の斜面の雑木林の中で,直 径約20cmほ どでまっす ぐ伸びた幹に枝

の無いシナノキを選び,根 元から鋸で切 り倒す。4mぐ らいもある幹を残 して第1

枝から先を切 り落とす。横倒 しになっている幹の最上面に普通の銘を当て,木 質部が

数センチ幅で見える程度に樹皮を削 り取っていく。木質部が見える状態が端から端ま

で連絡したら,そ の総ての部分で樹皮と木質部との間に銘の先を少 しこじ入れ,樹 皮

を少 しずつ剥離させながら移動 していく(写 真1)。 そのようにして端から端まで剥

離させたなら,今 度は剥離 した樹皮を静かに支えて,銘 の先を一層深 く差し入れるこ

とを繰 り返す。前後左右総ての部分でそのようにしてい くと,遂 には樹皮と木質部と

が完全に分離する。そこがやや傾斜地であれば,樹 皮の筒から木質部だけが滑って抜

け出ることでそれが分かる。その場合は傾斜の上の方の端に手をかけこれを勢いよく

頭上に差 し上げると,樹 皮だけを残 して木質部はあっと言 う間に坂の下へ滑 り落ちて

いく。そこがもし平地でそ うい う方法がとられない場合は,樹 を廻 して最初に銘を当

てた最上部を下にする。一端で樹皮を持ち上げたら,木 質部との間に細い木をかませ

る。その うえでもう一方の端にも同様にかませたら,双 方の細い木を少 しずつ中央部

にスライ ドさせていく。そのようにすると遂には樹皮のみを得ることができるが,こ

の場合も先の斜面を利用 した場合も,樹皮は一側面が開口した筒状を呈しているから,

この開口部を開 くようにして適度な長さに折 り曲げ,同 じ樹の小枝を折 り取って得た

樹皮で縛って運搬するのである。ちなみに上記の小田氏はこうして得た樹皮を池の中
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写真1　 横剥ぎ型剥離法でシナノキの樹皮を剥ぐ(岩 手県雫石町,小 田栄二氏)

に漬けたうえで内皮を分離 し,幅 狭 く薄 く剥いで蓑を製作 した。

　山形県南部から新潟県北部に再興されたシナ織 りの原材料もこの方法で採取されて

いるようであるし}大 量に採ったキハダの樹皮を運搬する方法 も上記と同様であるか

らこの方法は樹皮を大量に入手 したい場合に採 られる方法だったと言える。

　② 樹木から幅広 く内皮まで剥離する場合 　 　サクラの例

　岩手県山形村在住の長内三蔵氏からサクラの樹皮を幅広 く剥 ぐ伝統的方法を伺 うこ

とができたが,そ れは次のようなものであった。

　サクラの樹皮を剥 ぐのは花が咲 く時期をはさんで,4月 下旬から5月 中旬頃であ

る。樹皮を大きく採 りたい場合はそれなりの太い木を選ぶ。立木の場合,採 りたい幅

に銘で幹を切 り回すが,こ の時木部を傷付けず樹皮だけを切るように注意する。上下

2条 を切 り回 したら,樹 皮の様子を見てある位置を決め,縦 方向の切れ目を入れて上

下の切 り回した部分を連絡する。このように してから,木 を削って両刃にこしらxて

おいたへらを縦の切れ 目に差 し入れて起こしてい く。その後は二人での作業 となる。

一人がへらで樹皮と木質部 との間を静かに剥いでいき,も う一人がその剥いだ樹皮を

引き起こしていく。この時木のへらを使 うのは木を傷めないためである。そのように

して採った樹皮をさしあたって使わない場合は,内 面側を下にして広げ重い石や丸太

を乗せて干 し上げる。こうして乾燥 した樹皮は平になっているから,こ れを炉の上の

火棚に載せておく。そ うすると虫が付かない。
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　このような伝統的方法を実際に見たいと思っても,このような方法で樹皮を採取 し,

何かの器物を作ることは現在では無 くなっているから,伝 統的技術を持った人による

昔ながらの方法を記録する機会を得ることはきわめて困難である。再現 してもらうに

してもサクラはもともとあま り多い樹木ではないし,樹 皮を剥 ぐと枯れるところから

実験も困難である。ところが1992年6月 下旬,私 は幸いにもサクラの樹皮を剥 ぐ機会

を得た。その折の経験を写真 と共に紹介 しておきたい。

　 この年の春から岩手県宮古市教育委員会は同市赤前遺跡内の雑木林で住宅建設に促

された発掘調査を実施 したが,発 掘区の中の雑木の中に樹齢20年 前後の2株 のサクラ

があった。土地所有者のお話 しによれば,こ の土地はもとは畑地で,耕 作をやめて放

置 している間にアカマツや諸々の雑木 と共にこのサクラも自生したという。私は発掘

調査のためにこれらの樹を伐らなけれぽならないということを聞き及んだので,ど う

せ伐るならと土地所有者にお願いし,ご 承諾 と発掘担当者のご理解を戴いてサクラの

樹皮を剥がさせてもらうことができた。剥 ぐに当たっては民俗例による方法を追体験

することを基本にしたが,道 具の面での制約があった りして完全に同じ方法ではでき

なかった。まず幹を切 り回すのに銘および山刀を使ったが,樹 皮のみを切って木部に

傷を付けないようにすることはできなかった。む しろ慎重になるあまり木部に近い所

で樹皮が切れずに残ると,そ れが災いして後で剥 ぐ際に樹皮の端が裂けることが分か

った。それを防 ぐには最初の切 り回しによって樹皮を完全に切断 しなければならず,

そのためにはある程度木質部に切 り傷が付 くことも止むを得ないこととした。切 り回

すのに用いた刃物は先に述べた通 りだが,木 質部の表面には凹凸があるからどうして

も刃が届かない部分が出て くる。試 しに鋸を使 ってみたところ,こ れが最も適してい

ることが分かった。上下2箇 所を鋸で切 り回してからこれらを連絡する縦の切 り込み

を入れるのだが,そ れは銘で容易にできた。伝統的な方法ではこの縦の切 り込みに木

のへ らを差し入れるが,準 備できかねたので手持ちの別な刃物を使用した。それは杉

皮を大量に消費 した時代に皮つき丸太を切 り回すのに使った刃物で,鋭 利で偏平な先

端が弧状をなしている。その部分を樹皮の縦の切れ目に当て,こ じ開けるようにする

と切れ目の樹皮は水分をにじませながら剥離する。そこを手掛か りとして少 しずつ刃

物をこじ入れては起 こす ことを左右交互に繰 り返すとはかなり容易に剥がれた(写 真

2)O

　 B.縦 剥ぎ型剥離法

　① 樹幹から幅狭 く内皮まで剥離する場合　 　シナノキの例

　 1988年 の初夏,岩 手県久慈市山根町端神において実見させて戴いた,同 地在住の岩
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写真2　 横剥ぎ型剥離法でサクラの樹皮を剥ぐ(岩手県宮古市)

泉市太郎氏による方法。直径数cmの シナノキを銘で根元から切断する。太い枝は銘

で切 り落とすが,細 い枝は根元側へ手で裂 くようにして付け根からもぎ取 る。この時

もぎ取 った枝にはまだ幹に繋がっている樹皮が残っているので,そ れをそのまま根元

の方へと剥いでいく。樹皮はあ くまでも剥げ易 く,ぬ るぬるした真っ白な木質部を見

せながらきれいに剥げる。そのようにしてすべての枝に伴 う樹皮を剥いでもまだ幹に

は樹皮が残 っているので,そ の幹を手で,あ るいは膝を当てて折る。すると木質部は

折れても樹皮は繋がっているから,そ こへ親指を入れて根元の方へと剥いでいく。 こ

のようにして得られた樹皮はせいぜい幅数cmで,長 さもさまざまである。岩泉氏が

使 うのはその総てではない。この樹皮は外皮 と内皮 とからなっているが,使 用す るの

は内皮の方である。内外皮を分離させるには,内 皮側を内側にして樹皮を折る。する

と外皮は折れるが内皮は折れ曲がるだけだから,外 皮の折れロに親指を入れて剥いで

いく。

　 これはシナノキの内皮を用いて縄を製作する場合の樹皮採取法であるが,こ の際使
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用されない外皮の方は,適 度な太さ長さに束ねておく。そして乾燥させた後で夜道を

歩 く時の松明に使った。そのようないわば廃物利用と言ってもよい松明を作るには,

シナノキばかりでな くウリハダカエデやヤマブ ドウなどの外皮 も利用 した。

　② 若い樹幹か ら剥 く暢 合 　 　オニグルミの例

　先述の岩泉市太郎氏が背中当てと称する一種の入れ物を編む際に使 う樹皮はオニグ

ル ミの樹皮である。この樹皮は一段と柔軟性を必要とするところから,若 い木のそれ

を使 う。すなわちオニグル ミの幹を何かの事情で根元付近か ら切断 したような場合,

春から夏にかけてその切 り株からた くさんの新芽が生じ勢いよく成長する。これらが

長ずればそれぞれ株立ちの幹になるが,背 中当て用として樹皮を利用する場合は1年

生の太 さが親指 ぐらいの勢いのよいものを選ぶ。剥ぐ場合はまず銘で付け根から切断

し,次 に切 り口から末端側ヘー気に樹皮を剥 ぐ。切 り口を廻 しながら4～5度 の動作

で身ぐるみ剥ぎ,束 ねて保存する。これが乾燥すると容易に折れる状態になるが,水

に浸してやると柔軟性を回復 し,実 に強靭な素材として再生するのである。

　③ 蔓から幅狭 く内皮まで剥離する場合 　 ヤマブ ドウの例

　前述の小田栄二氏がシナノキの樹皮を採集 した折,ヤ マブ ドウの蔓皮を剥 く様 子 も

つぶさに観察することができた。ヤマブドウの蔓は樹木に絡み付いているような曲が

りくねったものは対象外であ り,喬 木の数mも あるような高い所の枝にまっす ぐ伸

びた,し かもなるべ く太いものを選ぶ。そのような蔓を見つけたらまず鋸で根元から

切断する。次いで両手を伸ば して無理なく伐ることができる所から切断する。そうし

て得た幹の表面には難な く取れるような外皮が付いているからそれを取って捨てる

と,そ こには一様にきれいな皮で覆われた肌が現れる。その樹皮を端から剥いでいく

が,も しもそれで縄を製作するのであれば端から一気に引いて剥いでもかまわない。

しかしそれで背負い籠様の入れ物でも編もうとする時は,せ いぜいlcm前 後の幅で

数cmを 剥ぎ,次 いでその隣の数cmを 剥 ぐといった具合に幹を廻 しながら少 しずつ

剥いでい く。その方が仮に剥いでいく途中で幅が狂ってもその隣を剥 ぐ際に調整する

ことができるからである。編み物に使 う素材は長いぽか りでな く,な るべく同じ幅で

ある方がよいので,こ のような方法を採るのである(写 真3)1名 久井(文)1991:

39]O

　C.螺 旋剥ぎ型剥離法

　① 樹木から外皮だけを薄 く剥離する場合 　 サクラの例

　岩手県山形村の内間木安蔵氏から教えて戴いたサ クラの樹皮紐を長 く採る方法は次

のとお りである。直径13cmぐ らいのサクラの幹に縦に短 く傷を付け,そ れを手掛
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写真3　 縦剥ぎ型剥離法でヤマブ ドウの蔓皮を剥 ぐ(岩 手県雫石町,小 田栄二氏)

か りとして外皮を幅2cm前 後に保ちつつ指先で横に裂 きながら剥ぎ始める。その作

業は常に自身の正面で行 う必要があるところから,剥 離の進行に伴って自ら幹の周囲

を巡 りながら片手で剥ぎ,も う一方の手で巻き溜める。その際できるだげ長 く採 りた

いところから,幹 に螺旋を描 くようにしかも角度を緩 くとって剥いでいく。こうして

得た樹皮紐は編み籠類を作った り豆を蒔いた後の畑に鳩除けのために張った りした。

この方法で外皮を採ることができるのは木が若いうちで,あ まり太い木になると樹皮

が荒 くなって採ることができない。

　次に私がサクラの枝を使い実験的に刃物を用いた方法を紹介しておきたい。サクラ

の枝で太さ2～3cmの ものを選び,端 から小刀で螺旋状に切れ目を刻んでい く。螺

旋はなるべ く角度を緩 く切れ 目の深 さは外皮だけが切れる程度でよい。切れ 目を刻ん

だらそれに従い端から静かに剥いでい く。 こうして剥 ぐことによって長い樹皮紐を得

ることができるわけだが,こ の時樹皮紐がカールする場合がある。そのカールした樹

皮紐と全 く同一の外観を呈した樹皮が縄文時代晩期の遺跡から出土 していることは後
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述する。

　② 樹木から内皮まで剥離する場合　 　オニグル ミの例

　 1990年7月 初旬,岩 手県二戸郡浄法寺町にて同町在住の佐藤基三氏がクル ミの樹皮

で一種の笛を製作 した際に実見させて戴いた方法である。ちなみに佐藤氏は大正時代

に 「ボホノゲェ」 と称するその笛を近所の子供達 と作って遊んだ経験者である。その

笛は,18世 紀の末か ら19世紀にかけて北日本を旅 しながら各地の民俗資料や風俗その

他を記録した菅江真澄がスケッチした胡桃の皮の 「笛」と全 く同一であるところから,

佐藤氏の伝える技術は江戸時代から連続 していることが明らかなのである 【名久井

(文)　 1990c】。

　 まずクル ミの無節の若木で,太 さ5cm程 のものを長 さ約80　cmに 切る。その一端

を左手で持ち,別 な一端を台の上に載せてやや角度を保ちながら右手に持った銘の刃

を当てる。刃を当てたまま,台 の上でクルミの木を上げては落とすことを繰 り返 しな

がら,木 を徐々に向こう側V'廻 して行 く。すなわち木質部まで達する深さを維持 しな

がら螺旋状の切 り込みを入れていく。切 り込みの幅がおよそ5cmぐ らいになるよう

にして末端まで至ったら,端 の樹皮を指で起こし,親 指を入れながら木を廻 していく

と樹皮は簡単に剥離する。こうして得た樹皮の加工については図36の資料紹介にふれ

た。

　2)抜 き取 り法一 サクラ,オ ニグル ミの例

　伝統的な方法に従い,私 が復元的に実験 した方法について紹介 しておこう。片手で

握ることができる程度のサ クラの枝先側を鋸で切断し,端 か ら10cmぐ らいの所の

樹皮を鋸で切 り廻す。その余の部分を左手で持ち,台 の上で切 り廻 した先を木槌で静

かに叩いては廻す。樹皮に傷をつけないよう注意 しなが らその10cm幅 の部分をま

んべんなく叩いたら,ち ょうどタオルを絞る要領で握 り,絞 ってみる。もしまだ動か

ないようであればもう少 し叩いては絞ってみることを繰 り返す。そ うしているうちに

スル リと廻 り,抜 くことができる。この方法が採られたのはサクラのほかオニグル ミ

だが,い ずれも片手で握ることができる範囲内の太さまでで,そ れ以上太くなると困

難である。

　以上により「剥離法」並びに 「抜 き取 り法」による樹皮の採取法を紹介 してきたが,

いずれにしろ樹皮の獲得方法は,作 り手がそれをどう使おうとするかによって選択 さ

れた。ではこのような方法で得た樹皮を用いる加工技術にはどのようなものがあった

のであろうか。
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2.東 日本における伝統的樹皮加工技術 と製品

(1)剥 離法によって得た樹皮の利用

　 1)横 剥ぎ型剥離法で採取 した幅広い樹皮の加工技術

　長さよりも幅のある樹皮が欲 しい時に採られたのがこの方法で,内 皮まで厚く剥 ぐ

場合と外皮だけ薄 く剥 ぐ場合がある。

　A.幅 広 く,内 皮まで剥いだ厚い樹皮による製作

　① 縦に裁断する

図1　 円筒型容器(使 用地:青 森県南郷村,上 村四郎氏所蔵)
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　長 さが80cmを 超す幹から樹皮を幅広 く剥 ぎ,縦 に分割 して樋を作った 【名久井

(文)　 1991:441。

　② 円 く曲げ,両 端を綴る

　多くは底もしくは底に相当する製作を行って容器として用いているが,希 に単なる

輪 として用いた例もある。前者には深浅の円筒型容器類のほか手提げ,お よび穀物類

を掬い取る用具などがある。

　a.筒 型容器の類

　円筒型容器(図1)【 名久井(文)1991:68】

　高さにおいて最大級の樹皮製品である。直径40cm程 度のケヤキの樹幹から樹皮を

幅広 くかつ厚 く横剥ぎにし,丸 まろうとする性質を利用して円筒とし底に板をはめた

もの。樹皮の端は重複されず端と端が突き合 う形で綴られている。そのため底部付近

では当初の形状を維持しているが,上 端に向か うに従って乾燥による変形のため突き

合わせた部分が内側に入 り込んでいる。綴 り紐は木質で,フ ジまたはサルナシを薄く

裂いてテープ状に したもの。綴 り穴は円形。底板は釘止めされているが,釘 は断面方

形の和釘である。

　底に縄を張 った容器(図2)[名 久井(文)　 1991:64】

　樹皮で作 った筒の底の部分に細縄を粗 く張 り渡した入れ物。これと同様に製作 した

ものが隣村でも一例発見 されているから,あ る特定の機能を持った容器 と思われるが

名称 も用途 も判明 していない。筒は幅広 く横剥ぎに採った樹皮の本来の天地を横に,

しかも裏返 しにした状態で作 られている。両端を綴 り合わせる綴 り紐はシナノキの樹

皮を撚 った2筋 の細縄で,こ れが側壁を縫い上端では内外の樹皮を巻 き締めて固定 し

ている。底部に相当する細縄もシナノキの樹皮で作られているが,こ の張 り渡 しは横

一列に開けられた小さい孔を使っている。

　粟籠(図3)【 名久井(綾)　 1990;名 久井(文)　 1991:64]

　樹皮製の器体の底部に笠子を敷き,上 端に吊り下げるための縄を付けた もので古色

が著しい。直径において最大級の樹皮製品である。器体の全体形は浅いが,横 剥ぎに

幅広 く採 った樹皮の本来の天地を横に,し かも裏返 しにして筒状としていることは図

2例 に共通している。樹皮の末端は約30cmに 渡って重複 されてお り,そ れぞれがシ

ナノキの樹皮縄に よって他方に強固に綴 り留められている。器体の口縁外面Y'は2枚

の割竹がシナノキの樹皮縄で絡げ留められ,下 端には内外にヤマブドウのような木質

の蔓材がやは りシナノキの縄で絡げ留められている。笠子は平行させた篠竹をシナノ

キの樹皮縄で編んだもので,本 体下縁に格子状に張 り巡 らせた針金によって支えられ
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図2　 底に縄を張った容器(使 用地:岩 手県葛巻町,葛 巻町教育委員会所蔵)

ている。これは畑で天日乾燥させた後に屋内に運び込まれたアワから穂を切 り取 り,

炉の上で乾燥する時に用いた容器だが,そ のための入れ物としては希有な例である。

というのは,い ま岩手県内でアワの収穫後の処理工程について聞き取 り調査をす ると,

名称 こそ 「粟干し籠」だが籠は名ばか りで,底 に笠子を張った脚付きの箱である。そ

れに対 してこの樹皮製容器は,板 あるいは鋸が普及する以前の古い形態を残 したもの

かも知れない。なおこれと同じ機能を持った大型の樹皮製容器は岐阜県徳山村にもあ

る 【徳山村教育委員会　 1987:図219】。また中部地方,北 陸地方にはこのような形状を

呈する大型の樹皮製容器として,乳 幼児を保育するイズメがある 【坂本　 1989】。

　 b.手 提げ型容器の類

　手提げ型容器(図4)[名 久井(文)1991:681

　 樹皮製の浅い筒に取 っ手を付けた手提げ型容器。器体部はケヤキの樹皮を幅広 く厚
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図3　 粟籠(使 用地:岩 手県大迫町内川目,大 迫町教育委員会所蔵,作 図者:名 久井綾(当 時

　　　岩手県立盛岡第一高等学校生徒))
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図4　 手提げ型容器(使 用地:青 森県南郷村,上 村四郎氏所蔵)

く横剥ぎに した直後の復元力を利用し,本 来の天地をそのままに製作されている。樹

皮の末端は突き合わせ,針 金によって絡げ留められている。2枚 の板を接いだ底板は

幾分揚げ底気味にはめ込まれてから,相 対する2ヵ 所で釘留めされ,板 と内壁の間に

何 らかの接着用の材料が塗られた形跡がある。取っ手はフジ蔓 らしい。用途は不明で

ある。

　c.輪

　輪(図5)【 名久井(文)　 1991:73,1992:66】

　殻つ きのヒエを大量に蒸す時に大釜の縁に置いて容量を増すため,釜 の口径に見合

うように作られた大口径の輪である。この用具を樹皮で作 ることは,ト タンが普及す

るまで続いたようである。樹皮を横にしかも裏返 しに使 っていることは図2,図3な

どと同じである。
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図5　 輪(使 用地:岩 手県種市町,種 市町教育
　　　委員会所蔵,作 図者:大 久保さえ(当 時
　　　岩手大学生))

　以上の筒型容器の類には樹皮本来

の天地を横に使 う例があったわけだ

が,そ れは主として本来の天地のま

ま使 ったのでは作ることができない

ような大口径の容器を作る時に採用

される方法であった。

　③ 二つ折 りにして,両 脇を綴る

　袋型容器(図6)【 名久井(文)

1991:47]

　長 さ約140cm,幅 約63　cmの サ

クラの樹皮のほぼ中央部を幅の狭い

底部 として,そ こか らあたかも二つ

折 りにする形で両脇を合わせた容器

である。重複させて両脇を綴じるこ

とをなるべ く下部から開始 したいた

めか,底 部になる部分の樹皮の両側

辺に入れる切 り込みの幅は初めから

狭い。全体形に対 して底部が極端に

小さいか ら自立す ることができな

い。 これは安定のよさよりも,.機能

を優先 した製作と判断される。定置

式の安定のよい容器なら同じ地区に図1の ような形態があった。それらに対 しこれは

恐らく運搬用の容器であろ う。口縁外面にはサルナシかあるいはフジの蔓が添えられ,

同じ材から作られた ように見える木質のテープ状素材で絡げられている。両脇を綴っ

ているのも同じ材である。

　④ 広げて製作する類

　幅広 く採った樹皮を広げ,矩 形に整えて縁を付けただけの簡単なものと側縁を折 り

立てる類があ り,後 者は箱型容器 と箕型容器に分けられる。

　a.縁 をつける

　とうか(図7)【 名久井(芳)　 1986a:166;名 久井(文)　 1988:34】

　貯蔵 しておいたヒエを食べる際,一 旦蒸 してから乾燥 しその後で皮を剥 くことがあ

った。その乾燥のために造られた乾燥小屋の内壁にはたくさんの棚が造 り付けられて
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図6　 袋型容器(使 用地:青 森県南郷村,上 村四郎氏所蔵)

お り,そこにヒエを入れた浅い皿型の容器を差 し入れて,地面中央で薪を燃や した 【名

久井(芳)　 1986a:165】。その浅い皿型容器には板製,側 が板で底が トタン製,厚 い

板をくり貫いたものなどの種類があ り,そ のひとつが樹皮を用いた 「かばとうか」で

ある。岩手県のほか青森県下北半島でも使われた。用いられるのはサワグル ミの樹皮

が多か った ようで,横 剥ぎに採った樹皮が丸まろうとするのを広げて,木 口側の両縁

にひと掴みほどのムギや ヒエの桿を絡げ止めるのが普通である。この時なにも手を加

えない別の二縁には丸まろうとする力が働いてある程度起 き上がるから,全 体 として

四方に縁のある皿型容器 として機能するわけである。

　かすり(図8)【 名久井(文)　 1991:671
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図7　 とうか(使 用地:岩 手県山形村,長 内三蔵氏所蔵)

　横剥ぎに厚く剥いだケヤキの樹皮の木 口側の一方に予め取っ手を付けておいた半円

状の板を釘留めし,中 程につっかえ棒を入れた穀物類を掬い取る用具である。このつ

っかえ棒は,掬 い取る際の取っ手の一方も兼ねてお り,板 に付けられた方 と共に手脂

による光沢がある。外壁の下面先端から中央部まで摩滅が顕著である。

　以上の幅広い樹皮を広げて製作する類は,先 に述べた筒型容器,次 に述べる箱型樹

皮などと異なって樹皮を重複させる部分がないわけである。

　b.四 方の側面を折 り立てて綴る

　箱型容器(図9)【 名久井(文)　 1988:36,1991:69】

　全体に真っ黒 く煤け,古 色が顕著な樹皮製の深い箱型容器で,名 称,用 途などは判

明しない。外周が63cmぐ らいのサ クラの樹から横剥ぎに厚 く剥いだ樹皮を方形に
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図8　 かす り(使 用地:青 森県南郷村,上 村四郎氏所蔵)

整えた後,木 口方向から側縁に平行 させた切 り込みを2ヵ 所に入れることで3分 割す

る。これと同じことをもう一方の木 口側にも行 う。そうしたうえで,外 皮を外面にし

てまず木端側の両側面を折 り立てる。この時先に切 り込みを入れておいた木口側の部

分も立っているか らそれを内側に折 り込む。そのようにして箱の内壁が形成された後

に,残 っていた木 口側の中央部を折 り立てるから,外 側か ら見ると重複部分を覆い隠

すようなきれいな仕上が りとなる。 このような製作方法を採ることで,箱 の側壁は樹

皮が1枚 だけの側壁どうしと,樹 皮が3枚 重なっている側壁どうしとが互いに向き合

うことになる。この3枚 の樹皮は,撚 りをかけないシナノキの内皮によって,左 右の

2ヵ 所を下か ら上へ と綴 り止められたが,綴 り紐はそれぞれ1ヵ 所にしか残っていな

い。綴 り孔は錐のようなもので扶 って開けたという印象よりも,先 端が鋭い工具で押

し広げられたように見える。貫通孔が内表面で横方向に裂け加減になっていることは,
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図9　 箱型容器(使 用地:岩 手県山形村,長 内三蔵氏所蔵)

そのような孔の開け方 と共に,製 作時まだ樹皮が乾燥していない段階で綴 り紐が強力

に引き締められたことを物語っている。

　以上のように箱型容器は,横 剥ぎに採 った1枚 の幅広い樹皮をもって,底 と側壁 と

が同時にできあがるという点が,筒 型容器 と異なるところである。このことは底板を

別に支度 しなければならない筒型容器と異なってきわめて手軽にできる容器であるこ

とを意味 しているが,そ の割合には民俗例にこの類はあまり多 くない。樹皮製容器に

なじんだ山住みの古老の記憶からもこの類は消えているようであり,木 箱の普及によ

って駆逐されたものかかな り以前に姿を消したことを窺わせている。樹皮製の箱は鋸

が普及する以前においては,容 易に製作できる容器の一種として相当に身近な存在だ
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ったであろう。

　c.一 側面を折 り立てて綴る

　かば箕(図10)【 名久井(文)　 1988:35,1989:80,1991:66】

　脱穀したソバの実を唐箕に入れるな ど,穀 類を別なものに入れる時に多く用いられ

るのが樹皮製の箕である。多くの例でサクラの樹皮が使われる。サ クラは 「かぽ」 と

呼ぼれるが,サ クラではな しYyクル ミやケヤキの樹皮で作った場合でもその名はかば

箕である。岩手県内で見ることができる形態には縦長型,横 長型,中 間型の3種 類が

あ り,図 の例は縦長型の典型である。

　幅広 く内皮まで厚 く横剥ぎにしたサクラの樹皮を整えて,片 方の木 口側だけV'箱 型

容器を作る時と同様に切 り込みを入れ,外 皮を外面にして順次折 り立てている。重複

した3枚 の樹皮を綴るのはクズ蔓である。箕の注ぎ口となるもう一方の木 口側を除い

て,縁 の内外には半裁した細い木がサルナシの蔓を裂いたようなものによって絡げ止

められ,作 業の際の手掛か りと縁の補強を兼ねている。

　⑤ 形を削 り出す

　がんぎ(図11)【 名久井(文)　 1988:33,1989:150】

　焼畑でヒエやアワを収穫する際に鎌のようにして茎を引き切る穂摘み具である。 ケ

ヤキの分厚い樹皮が採れた時にでも切れ端で作 っておいたのであろうか。刃部がかな

図10　 かば箕(使 用地:岩 手県田野畑村,岩 手県立博物館所蔵(畠 山家資料))

243



国立民族学博物館研究報告　　18巻2号

図11が ん ぎ(使 用地:石 川県旧新丸村小原,伊 藤常次郎氏所蔵)

り先奥に入 り込んでいるが,最 初は横から直角に切 り込んだものらしい。それが使拝

につれて摩耗 して くると新たに刃を削 り出す ということを繰 り返すうちにこのように

刃部が後退 したものである。金属器出現以前の刃物を推測するうえで貴重である。

　B.幅 広 く,外 皮だけ剥いだ薄い樹皮による製作

　銘の鞘を締めた り,曲 げ物を綴 じた りするにはサ クラの樹皮を使 うが,サ クラの樟

皮は縦剥ぎにはできないものであるから,必 ず横剥ぎにそれ も外皮だけ薄 く剥いで但

う。たまたま良材があって剥ぎ溜めてお く時は,10cm余 ぐらいの幅に剥いで何枚 竜

重ねて重石を しておき,使 う時は十分湿めらせてから使 う。

　鞘の組み綴 じ素材と手法(図12,13)【 名久井(文)　 1991:38】

　サクラの外皮を幅2cm前 後の帯状に切 り,必 要部分に最適な大 きさの輪を作 り,

末端を組むように綴 じてから,鞘 にはめたものである。図12例 の元に近い方の樹皮菅

の組み綴 じ方はあまり見かけない方法によっている。すなわち末端 どうしの組み合才

せではなく,一 方の末端が他方の中程に切 り開かれた部分に挿入されている。その,,,

だけに着 目すると,大 興安嶺のオロチョソ族が使 った煙草入れ 【名久井(文)　 1991

961の 製作工程に共通するところがある。

2)縦 剥ぎ型剥離法で採取した樹皮の加工技術

　幅狭 くそ して長 く,し かも厚い樹皮を得たい場合に採用されたのがこの剥離法で凌

る。樹木や蔓からこの方法で得られた樹皮を加工するのに駆使された加工技術は多相

であった。巻 く,折 り畳んで綴る,束 ねる,三 つ編みにする,縄 に絢 う,編 む,縄 て
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図12皮 剥ぎ鉋及び鞘とその組み綴じ手法(使 用地:岩 手県雫石町,雫 石町教育委員会所蔵)
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図13皮 剥ぎ及び鞘とその組み綴じ手法(使 用地:岩 手県雫石町,雫 石町教育委員会所蔵)
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編む,組 む,織 る,な どさまざまな加工技術が,単 独であるいは組み合わされて樹皮

製器物が作られた。　　 1

　A.帯 紐を作 り,巻 く

　背負い台の巻き皮(図14)【 名久井(文)　 1991:46】

　炭俵や薪などを山から運び下ろす際に使 う背負い梯子の背に当たる部分には緩衝用

として細縄が巻かれるのが通例だが,こ の例ではヤマブ ドウの蔓から縦剥ぎに採った

厚い皮を巻いている。長 さが足 りな くなると次の皮を結び足 しているが,そ の結び 目

を背中に当たらない面に作 ることは当然であった。

　 B.折 り畳み,綴 る

　木の皮せった(図15)【 名久井(文)　 1991:36】

　 フィール ドでは全 く見かけない希有な例で,名 称も今は絶えたところか ら菅江真澄

図14背 負い台の巻き皮(使 用地:岩 手県和賀郡内か,照 井定子氏所蔵)
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図15　 木 の皮せった(使 用地:青 森県下北郡内か,稽 古館所蔵)

の日記から借用 しておく。田中忠三郎氏によれぽこの製作法を知っている人が下北郡

むつ市川内に,昭 和50年 代にはいたとい う。青森市にある稽古館には大小2足 が所蔵

されているが,製 作方法は全個体とも同じである。図示 したのは大の方の片側である。

　おおよそ幅9cm,長 さ70　cmに 縦剥ぎに剥いだウリ・・ダカエデらしい樹皮を三つ

折 りに畳み,シ ナノキの樹皮縄で作った緒を付けてから,か かとの部分を接着 し全体

を綴 じている。 レソトゲン撮影によると鼻緒の基部には長さ約3cmの 丸釘が組み込

まれているが,そ れは鼻緒の抜けを防ぐための工夫であろ う。また横緒の末端は内部

で交差 し逆側に出ている。やは りシナノキの樹皮と思われ るテープ状の綴 じ紐は,そ

の鼻緒と横緒を押 さえるように重複した3枚 の樹皮を縫 っている。底面が新鮮なとこ

ろから未使用であることが知られる。菅江真澄が18世紀末頃に 「ふんぼんこう」に記
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録 した 「木の皮のくつ」の実態を伝えるものとして貴重である 【内田 ・宮本　 1973:

37]O

　C.束 ねる

　奥会津地方歴史民俗資料館所蔵の漁労用具に 「鵜竿」がある。240cm余 の自然木

の先にヤマブ ドウの蔓皮の束を房のようにまとめたのを紐で吊るしたもので,川 に張

った網に魚を追い込む用具 という　【田島町民具研究会　1981:53]。 やは りヤマブドウ

の蔓皮を使い鵜の形V'作 った同様の用具は青森県西 目屋村V'も あった 【森山　1968:

621。新潟県津南町歴史民俗資料館にはヤマブドウの蔓皮の束を二つ折 りにして括っ

た 「たわし」がある。

　 D.三 つ編みにする

　三つ編みの紐はある個体の一部分に用いられるのが普通で,図18例 の口紐はその一

例である。他にヤマブ ドウの蔓皮で編んだ,「 はるび」　 【名久井　 1991:75】 がある。

これは牛の背に載せた荷鞍を強固に固定するために腹の下を廻 して絞める綱で,丈 夫

さと同時に幾分でも幅を広 く作るために三つ編みにしたものであろう。

　 E.絢 う

　① 縄類

　 樹皮の繊維に撚 りをかけ,糸 や細紐,縄 あるいは極太の綱 として使用する民俗例は

多い。 このうちある範囲の太さの縄の製作に際 しては,指 先で捻 りを与xた 樹皮繊維

を 「てっちょうろ」などと称する縄撚具に巻 き貯めた後に,こ れを解きながら絡げて

縄にする方法があった 【名久井(文)1990a:59-63】 。特に上等の荷縄を作ろうとする

時は,樹 皮繊維に捻 りを加える段階でその表面をやや幅のある樹皮で螺旋)'Y巻き,そ

れを縄撚具に巻 き貯めた。見た目に美 しく,使 い良いし傷み難いからである。

　 縄撚具は樹皮縄のうち釣瓶縄のように太さが4cm余 もある綱にも用いられたが,

写真4の ように最大級の太い綱の製作は全 く手だけで製作されたものと推測される。

ちなみV'この綱は長 さが44.2m,太 さが10数cmも あ り,ヤ マブ ドウの蔓の皮だけで

作られている。これは深い谷を越えた対岸に差 し渡して橋 とし,両 手両足を懸けてぶ

ら下が りながら渡ったという綱である。

　 以上に挙げた縄や綱は,用途の違いによって太さや長 さがそれぞれ異なっているが,

その構造が全 く同一であることは興味深い。すなわちどのような太さの縄 も}先 ず繊

維の束を基本の条 【山内　 1979:11】 とし,そ れを申し合わせたように同じ方向にひね

っていること,そ うして得た条の3本 を撚 り合わせることによって1本 の縄や綱にま

とめているという事実である。すなわち縄や綱の太さを最終的に決めたのは,最 初に
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写真4　 「猿こ渡 りの綱」(使 用地:山 形県朝 日村,長 さ44.2m,致 道博物館所蔵)

捻 りを与える基本の条に用いられる繊維の束の分量だったのである。なおこれ らに共

通する縄の構造については,故 山内清男博士による縄紋土器の研究に基づいた表記法

を拝借 し,余 白に記号で示 しておいた1)【山内　 1979:14】。

　 ところでいま述べた縄や綱は,手 もしくは縄撚 り具を用いて強固に撚られてお り,

人の管理下で通常の使い方をしている限 り撚 りが戻って解けるというようなやわなも

のではない。しかし綱が一旦人の手を離れ,自 然の猛威に曝 された場合には予期せぬ

事態に至ることもあったのか,特 殊な撚 り方を工夫 した次のような縄がある。ち ょっ

とした幅の川に土橋を掛ける時はまず2本 の丸太を差 し渡し,こ れに横木を並べてか

らスギの樹皮を敷いて土を盛 った。写真5は そのような橋に大雨後の増水などで流失

の危険が迫った時,土 橋の基礎 となる2本 の丸太だけは失いたくない一心で,こ れを

傍らの立木など強固なものに繋ぎ留めた綱である。長さが約32mあ りヤマブ ドウの

蔓皮,シ ナノキの樹皮のほかサルナシの蔓を割いた材などを混ぜて作られている。こ

の綱の太さは釣瓶縄などと同様でしか も前段階の縄3本 を撚 り合わせていることも同

1)　 　
R[1

　　この縄は,山 内博士による 「0段 多条」の一種である。「0段 多条」の縄による縄紋が,

北 白川下層式土器など縄文時代前期に顕著であることは,山 内博士が指摘したところであっ

　た[山 内1979:14]。

　 　この構造による縄文時代前期のやや太い実用的な縄の現物が,北 白川下層式 と深 く関わる

　型式の土器に伴って出土していることは本文で後述する。
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じであるが,特 徴的なのはその構造である。すなわち通常の樹皮縄や同様の太さの綱

には見られない,通 称 「撚 り戻し」という手法が加味されている。その構造を詳述す

ることはきわめて煩雑なので,先 例 と同様に山内清男博士の記号で示 してお く2)。

写真5　 流失防止用の留め綱(使 用地:岩 手県葛巻町,長 さ3Lgm,近 藤 清助氏採集,や すら

　　　　ぎの家展示)

　 この縄は,山 内博士による 「前々段反撚」

の一種である。博士は 「前々段反撚」の縄が

関東の縄紋時代前期関山式および,北 陸地方

の中期初頭(新 崎式)に 少数見られることを

指摘している[山 内　 1979:16】。 この構造に

よる縄紋原体がある所にこの民俗例のような

太い縄が存在 した可能性が大 きいと言えよ

う。
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　 ところでこの綱になぜ このような工夫が加えられたのであろうか。この綱の場合,

その用途から考えて綱が緩む ような場合も想定する必要があったものと思われる。不

幸にして橋が流された時,こ の綱で繋がれた丸太は急流に翻弄され,右 に左にと不規

則な回転をすることが予想 されたのであろう。綱の全体が緩むことを想定 した場合に,

綱を構成 している前段階の縄の強化策として工夫されたのが 「撚 り戻 し」の手法を加

えることだったと推察されるのである。すなわちこの綱を構成する前段階の3本 の縄

は,そ れぞれ4本 の細い縄を用いた 「撚 り戻 し」の手法で1本 にまとめられているわ

けだが,そ のことによって縄の表面の凹凸が平均化されている。そのことは内部での

'繊維間の密着度が高まっていることを意味 してお り,そ のことが牽引に対する強度の

増強に直結す るという考えでこの手法を採 ったことが推測されるのである。

　 以上のように樹皮の長い繊維を活用する糸,縄,綱 類は水濡れ状態の場合も含め,

その丈夫さはワラ縄などの比でなく,樹 皮の用途の中でも長い期間に渡って大きな位

置を占あてきたことが窺われる。

　 以上に触れた縄や綱はそれ自体がひとつの用具 として完結しているわけだが,こ の

一方で縄を素材として用い,あ る用具を製作する分野が発達 している。網や網袋の他,

　「編む」とい う行為が平面を形成することを利用 して,樹 皮縄で底を編んだ り組んだ

りした後でさらに体部を編み上げて入れ物などを作る類である。

　 ② 樹皮縄で編む

　 たも(図16)【 名久井(文)　 1991:?3]

　 寒大根を作る時には大きな釜で大量に煮るが,そ れを掬い取 る用具である。二股の

木を利用 して柄と枠を作 り,こ れにシナノキの樹皮縄で編んだ網を付けている。網は

中心に作った小さな輪から編み始められてお り,そ の周囲に輪を花弁のように しかも

中心から遠ざかるほど大 きく作 りながら絡げ留めてい くことを繰 り返 している。

　 くちこ(図17)【 名久井(文)　 1991:75]

　 牛に荷物を負わせて歩 く時に,道 草を食わぬようにあるいは好物に気を取 られて脇

にそれた りしないように牛の口に被せる網袋の類である。シナノキの細い縄を二つ折

りにして撚 りながら輪を作 り,こ れを頼 りに花弁のように縄を巡らせながら製作 して

いる。

　 網袋(図18)【 名久井(文)　 1991:59】

　 漁民がウニやアワビといった磯の産物を採 り入れるために腰に付ける網袋で,シ ナ

ノキの樹皮縄で編まれている。網は中心に作った小さな輪から編み始められており,

その周囲に図のように絡げながら編み目を展開 していき,つ こう17段を編み上げる。
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図16　 たも(使 用地:岩 手県山形村,内 間木安蔵氏所蔵)

但 し最終段は予め用意されたシナノキの樹皮で作 られた三つ編みの紐に通されてい

る。

　③ 底を編み,体 部を編み上げる

　小物入れ(図19)【 名久井(文)　 1991:56}

　太さ3mm程 度のシナノキの樹皮縄で,底 は密に体部は間隔を空けて編んだ小物入

れである。編み芯は全断面図に現れているように,底 部,体 部ともに表裏を挟む2本

の芯によってお り,正 面図のように縦芯を絡げている。その絡げ方は,あ る縦芯を挟

んだ表裏の編み芯が次の縦芯へ移る際に,こ れを捻るという方法によっている。この

ことによって縦芯は横に走る1本 の縄に編み込まれた状態 とな り,編 み芯を密接に往

復させた底部はあたかも縄を並べたような外観を呈 している。炭俵を編む時に用いる

木製の針のような小物を入れて吊っておくようなものだったらしい。

　④ 底を組み,体 部を編み上げる

　 こだ し(図20)[名 久井(芳)　 1992:47】

　 シナノキの樹皮縄で作られた円筒形の入れ物で,下 面図に描かれているようにまず

253



国立民族学博物館研究報告　 18巻2号

図17　 くちこ(使 用地:岩 手県葛巻町,近 藤清助氏採集,や す らぎの家展示)

2本 単位の樹皮縄を縦横に組んで底とし,そ の周囲を同じ樹皮縄を使って編み上げて

いる。編み芯が縦芯を絡げる手法は先の例と同じである。岩手県立博物館にはこの手

のきわめて古いヤマブ ドウの蔓皮で作った縄製の編み籠が複数収集されてお り,そ の

どれにも内面下端に小枝のようなもので内周いっぱいにこしらえた輪が綴 り留められ
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　　　　　　図18　網袋(使 用地:岩 手県田野畑村,田 野畑村教育委員会所蔵)

ている。それはこれに諸々の山の幸など収穫物を入れた時に,重 みで底が下がらぬた

めの工夫である。

F、 編む

　ここで 「編む」 とい うのは縦芯を取 り込む横芯が複数で,そ れが縦芯を取 り込みな
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図19　 小物入れ(使 用地:岩 手県山形村,長 内三蔵氏所蔵)

がら捻るなど相互に連絡する手法を言 う。この手法によって平面的な編み物 として完

結するものと,一 旦平面的な編み物を作 り,そ れを折って一部分を綴 じて立体的な入

れ物を作るものに大別される。前者の例には蓑,前 けら,は ばき,背 中当てなど要求

される機能によって各様の形状がある。後者は両脇を綴ることで入れ物にする類 と,

一旦天地を繋いでか ら片脇を綴 じた り,別 物を入れることで底にする類などY=分けら

れる。
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図20　 こだし(使 用地:岩 手県久慈市山根町,岩 泉市太郎氏製作,作 図者:佐 藤祥子(岩 手大

　　　学生))
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　① 平面的な編み物

　前けら(図21)【 名久井(文)　 1991:33】

　田植えのほかさまざまな作業の時に,汚 れや濡れることあるいは寒さから身体の前

部を保護するもので,シ ナノキの樹皮繊維を編んでいる。上端の縄から二つ折 りにし

た樹皮素材を下げ,こ れをやは りシナノキの樹皮で編んでいる。

　はばき(図22)【 名久井(文)1991:36】

　図示 したのは片方の表側だが,上 縁を貫 く樹皮製の軸縄を拠 り所 として,ヤ マブ ド

ウの蔓皮を細い樹皮縄で編んでいる。左上の隅から編み始めてお り,右 端まで至った

ら直上段の縄に一旦絡げてから下降して,今 度は右端から左端へと編み進む。このよ

うに繰 り返 して下端に至ると,縁 を編み残 しながら往復の2列 を接することで強化を

図っている。山仕事などの際にすねを保護するために巻いたものである。

　② 平面的な編み物を折 り,両 脇を綴じる

　蓋つきの入れ物[名 久井(文)　 1991:61】

　③ 平面的な編み物の天地を繋ぎ,片 脇を綴 じて底とす る

　ねこがき 【名久井(芳)　 1991:229-2301

図21　 前けら(使 用地:岩 手県葛巻町,近 藤清助氏採集,や すらぎの家展示,作 図者:矢 作智

　　　恵子(岩 手大学生))
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図22　 はばき(使 用地:岩 手県二戸市,二 戸市教育委員会所蔵)

背中当て 【名久井(文)　 1991:49】

④ 平面的な編み物の天地を繋ぎ,片 脇に別物を入れて底 とする

　背中当て(図23)【 名久井(文)　 1991:49】

　シナノキの樹皮を用いて製作 した偏平な編み物を閉 じて底 とする際に,や は りシナ

ノキの樹皮でわらじのように編んで製作した楕円形の底を入れて綴 り留めている。山

仕事に行 く際に弁当や諸道具を入れて背負ったもの。

　G.組 む

　 ここで 「組む」というのは,縦 芯 と組み合わされて平面を形成する横芯の数が単一

で,し かも隣接する横芯 どうしが相互に連絡 しない場合をいう。以下に示すのは,底

のみならず体部も組む手法で製作された 「組み籠」類と,体 部に編みの手法を取 り入

れている 「編み籠」類や主として組む手法で製作された平面的製品などである。

　① 底を組み,体 部を組む類

　 ねこ(図24)【 名久井(文)　 1991:50]

　 ヤマブドウの蔓皮を組んで製作した偏平な背負い籠だが,組 んだ芯が斜めに配され
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図23背 中当て(使 用地:岩 手県葛巻町,近 藤清助氏採集,や すらぎの家展示)

た希有な例である。希有といえば底部にも両側にも平面と呼べるような平坦部が最初

から形成されておらず,折 り曲げたといった体の製作であることも特徴的である。

　 この手法は竹細工やイタヤ細工による大小の入れ物には普通に行われるものだか

ら,そ の影響を受けた製作であろ う。やは り諸道具を入れる背負い籠の一種である。

　こだ し(図25)【 名久井(文)1988:29,1991:48】

　シナノキの外皮を付けたままの厚さ3mmほ どの樹皮を約4～5cm幅 に切 り揃え,

外皮側を内面に向けて底部から体部へ組み上げた背負い用の入れ物である。全部で10

段を数える横芯は各段ごとに独立しており,螺 旋に組み上げた類ではない。各縦芯は

口縁部分を横に走る最上段の横芯をくるむように折 り返されるので,縦 芯の外皮が口

縁部の内外に交互に現れ,各 末端は下位の横芯に挿入されている。全体はきわめて頑

丈であ り,例 えて言うならば瓦礫を入れて背負っても背は痛 くないのではないか と思

わせる程である。
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図24　 ねこ(使 用地:岩 手県葛巻町,近 藤清助氏採集,や すらぎの家展示)

② 底を組み,体 部を組み上げる類

　こだし(図26)【 名久井(文)　 1991:57】

　畑で収穫 したイモを入れるのに使った籠で,幅 広 く縦剥ぎに した ヒバの樹皮の内皮

を約3～4cmの 幅に切 り揃え,底 も体部 も組んで作っている。全断面図に現れてい

るように,横 芯は単一でしかも表裏で段を違えている。正面図には側壁を下端から口

縁まで螺旋のように巡 る横芯の組み始めと組み終わ りが見えている。なお各縦芯は口

縁を巡る木質の輪を越えてか ら折 り返されるので口縁には各縦芯の表裏が交互に現れ

ることにな り,各 末端は体部の内,外 壁の中程ないし下端まで挿 し込まれている。

　カバン型物入れ(図27)【 名久井(文)1991:60】

　肩に懸けることができるハソドバ ッグといった体のものだが,同 種の資料にはきわ

めて古色が顕著な例があるところから,最 近製作された ようなものではない。一定の

幅に切 り揃えたヒバの樹皮の内皮を組んで製作している。本体とこれに被せる蓋が最

初から一体のものとして製作されていることから,総 ての縦芯は本体の底を組み始め
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図25　 こだし(使 用地:岩 手県石鳥谷町,岩 手県立博物館所蔵)

る段階において,や がて蓋を形成 しようとする側に予めそれに見合 う長さで用意 され

ていたことが分かる。本体部分の側壁を螺旋を描 くようにして上縁まで達した横芯は

連続して蓋部を組み始め,左 右の端を往復 しながら平面を形成 している。この蓋の縁

および本体の上縁では,縦 芯の末端が最終段の横芯を くるむように巻いて下段の横芯

に挿入 されているが,そ の点 も他の組み籠類 と共通 している。

　腰籠(図28)[名 久井(文)　 1991:58】

　ウリハダカエデの内皮と思われる樹皮を組んだ籠で,漆 採取の道具を入れて腰に付

けたらしい。製作にはまず4枚 のやや幅広い樹皮を入 り組ませて底部とした後,そ の
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図26　 こだし(使 用地:青 森県むつ市奥内,む つ市教育委員会所蔵,奥 内青年団,立 花謙太郎

　　　名ラベル付き)

4枚 の樹皮を立ち上がらせる部分や体部の途中でそれぞれ4分 割 して縦芯 としてい

る。同じ素材の横芯は基を底部に挟み込んで体部下端から上に螺旋状に巡るが,そ の

組み方は緻密ではなく,隙 間が大 きくなってしまった部分にはさらに横芯を付加 した

り,隣 接する縦芯を重ねた りして自在である。
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図27　 カバ ソ型物入れ(使 用地:青 森県東通村,田 中忠三郎氏所蔵,東 通 り村大利,松 本 リエ

　　 55.10.19名 ラベル付き)

　漆かんな入れ(図29)【 名久井(文)　 1991:78】

　ヤマブドウの蔓皮の外皮を外側にして組んだ小型の入れ物で,肩 から下げることが

できるように紐が付いている。内部中央には1本 の棒が下方の貫通孔を通る紐によっ

て体部に固定されているが,こ れは複数の漆かんなの刃が中で互いに接触しないため

の工夫である。漆掻きを業 とする人が作ったものであろう。この組み方はこれまで見

てきた諸例と共通 しており,横 芯はやは り螺旋状に体部を巡っている。
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図28腰 籠(使 用地:岩 手県和賀郡内か,照 井定子氏所蔵)
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図29　 漆 かんな入れ(使 用地:岩 手県安代町,安 代町教育委員会所蔵,

　　　ラベル付き)

中佐井,斎 藤市太郎名

　皮剥ぎ錠と鞘(図30)【 名久井(文)　 1991:381

　シナノキの樹皮を用いて組んだ一例である。横芯は先端部からやは り螺旋状に体部

を巡るが,先 端部の破損が著 しい。これは腰に結ぶ紐が付いていた痕跡が見えないこ

ととあいまって,こ だしのような背負い籠の中に刃を下にして入れて運ばれるのが常

であったことを示している。この銘の先端は円 く作られ,そ の円い部分まで刃が付け
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図30　 皮剥ぎ銘と鞘(使 用地:青 森県南郷村,上 村四郎氏所蔵)

られている。これはスギの樹皮が大量に消費された頃に使われたスギの皮剥ぎ銘であ

る。普通の銘と同様の使い方のほかに,木 部と樹皮の間に差 し入れて樹皮を剥 ぐため

にこのような形を必要としたのであった 【佐藤(央)1990】 。

③ 組んでから編む手法を附加するもの

　はばき(図31)【 名久井(文)　 1991:36】

　シナノキの樹皮縄を張 り,こ れに～定の幅に切 り揃えたウリハダカエデの内皮を編

み留めて縦芯 とし,同 じ素材で横に組んだもので,裾 の部分にヤマブ ドウの蔓皮を細

か く裂いて編み留めている。横芯は正面図上端(A部 拡大図参照)か ら組み始め ら
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図31　 はぽき(使 用地:岩 手県葛巻町,近 藤清助氏採集,や すらぎの家展示)
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図32　 こだし(使 用地:岩 手県葛巻町,近 藤清助氏採集,や す らぎの家展示,作 図者:矢 作智

　　　恵子(岩 手大学生))
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れているが,B部 に至ると縦芯に1回 絡げて2段 目に向か うという具合に往復 してい

る。はばきは全体を編んで製作するのが普通で,こ のように組む技法を主 とした例は

少数派である。

　こだし(図32)【 名久井(文)1991:56】

　山の幸を採 って入れる腰に付ける籠。ヤマブドウの太い蔓から剥いだ幅広い皮を縦

横斜めに組んで底とし,こ れを立ち上がらせる際に3な い し4分 割して体部の縦芯 と

している。この縦芯をやは りヤマブ ドウの細い蔓皮で底部付近から口縁部に向かって

螺旋状に編み上げている。編み方は2本 の編み芯で縦芯を表裏から挟む ようにし,捻

っては次の縦芯を挟んでいる。

　こだし(図33)【 名久井(文)　 1991:ss)

　かなり幅の広いヤマブ ドウの蔓皮で底を組んだ後,周 囲を一旦編んで固定 している。

図33　 こだ し(便 用地:岩 手県二戸市,二 戸市教育委員会所蔵)

270



名久井　　東日本における樹皮利用の文化

その後で縦芯 となるべき蔓皮を裂いて分割してから立ち上がらせ,そ れを5mmぐ ら

いの幅に整えたヤマブドウの蔓皮で,下から上へと螺旋を描きながら編み上げている。

口縁部の処理の仕方は組み籠類に見られた折 り返す手法によっている。

　こだし(図34)[名 久井(文)　 1991:52】

　ヤマブ ドウの蔓皮を組んで底とし,そ の周囲を編み留めてから立ち上がらせた縦芯

を下から上に編み上げて体部とした小型の籠である。縦芯の末端を個々に絡げるよう

Y>1.,.留めた口縁部の2箇 所か ら,下 方に向かって縦芯と編み芯を取 り込みながら編んだ

縄が底を巡 り,裏 側を同様にして上昇 し口縁に至っている。これは内容物の重量を幾

分でも支えて,こ の底面にかかる負担の軽減を図った工夫であろう。縁Y'付 いた紐の

長 さから,肩 に懸けて用いたものかも知れない。

　 H.織 る

　 袋(図35)【 名久井(文)　 1988:32,1991:711

　 平織 りに緩 く織られた,約1尺 幅の布を縫った袋である。精査すると糸に太い細い

のぼらつきがあ り,太 い糸には撚 りがあまり掛かっていない部分があった りする。そ

れをルーペで観察するとシナノキの内皮特有の微細な孔が観察されるので,こ の素材

が知られるのである。爪でごく細く裂いて績んで撚 りを掛けたものであろう。

　3)螺 旋剥ぎ型剥離法で採取 した樹皮の加工技術

A.や や広 く内皮まで剥いだ,厚 い樹皮による製作

　ボホノゲェ(図36)【 佐藤(基)19901

　p.232に 述べた佐藤基三氏による復元品。指が廻る程度かそれよりも少 し太いオニ

グル ミの枝から螺旋剥ぎに採 り,側 縁を重ねながらメガホソ状に巻き上げて末端を小

枝の皮で縛っただけのものである。特に リー ドの役 目をするものは付けず,唇 の加減

で鳴らすがかなり大きな音が出る。本 州においては主として子供の遊び道具だったよ

うであるが,北 海道アイヌの場合は大人も使 ったことが絵画資料から知られる。

　なおこの樹皮を剥離 したあとに裸 となった棒が残 るわけだが,そ の表面には表皮を

切 り込んだ時の傷跡が螺旋状に残る。この棒自体は用具ではないわけだが,螺 旋型剥

離法が行われたことを明示する物証としてこれ以上のものはない。このことに関 して,

縄文時代前期の鳥浜貝塚から発掘された棒に,こ の螺旋状切 り込み跡との関連を想起

させる例があることは後述する。

　 B.幅 狭く外皮だけ剥いだ薄い樹皮による製作

　鳩除け用のテープ(p.231参 照 【名久井(文)　 1988:29,1991:621)
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図34　 こだし(使 用地:岩 手県葛巻町,近 藤清助氏採集,や すらぎの家展示)
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　 (2)抜 き取 り法によって得た

樹皮の利用技術

　1)輪 状に整えた樹皮の利用

　切 り刃の鞘(図37)i名 久井(文)

1991:76]

　牛方が腰に付けた切 り刃の鞘に

サクラの樹皮が巻かれているが,

いずれにも継ぎ目が無 くしかも美

しい光沢がある。合わせて製作し

た鞘を装飾を兼ねながら締めるた

めに抜き取 り法によって得た樹皮

をはめた一例である。

　岩手県内にはこの例 と同様に踏

み鋤の柄にサ クラの樹皮をきっち

りはめて締めた例がある。それは

ひびの拡大を防 ぐためであ った

が,そ のようなことができるのも

サ クラの樹皮が強靭だからであ

る。程 よい大 きさの樹皮の輪を選

び湿らせてからはめると,乾 燥す

るに従って実に堅固に引き締めた

のである。

図35袋(使 用地:岩 手県,岩 手県立博物館所蔵)

図36　 ボ ホノゲェ

　　　資料館))

(岩手県浄法寺町,佐 藤基三氏製作,作 図者:佐 藤道治(浄 法寺町歴史民俗
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図37切 り刃の鞘(使 用地:岩 手県葛巻町,近 藤清助氏採集,や すらぎの家展示,作 図者:只

　　 野美幸(岩 手県立博物館))

　2)筒 状に採った樹皮の利用

　やすり筒(図38)【 名久井(文)1990b:101,1991:76]

　外径5cm余 の竹筒の上下にサクラの樹皮が巡 らされた ものだが,樹 皮には継ぎ目

が無いところから抜き取 り法で筒状に採取した樹皮をはめたことが分かる。

　塩入れ(図39)

　私が子供の頃に遊んだのと同じ様に再現したもの。抜き取 り法で抜いた時に,残 っ

た木部を切断することで底,蓋 が容易に得られるのである。大人がこれと全 く同じ方

法でやす り入れを作ることがあった。

　岩手県内の山間部で,こ の方法で得たサクラの樹皮で作った煙草入れを見かけるこ

とがある。少 し器用な人は自作 したらしい。

3.ま と め

　 これまでのところで,東 日本における近現代の樹皮採取法と加工技術,お よび樹皮

製品の形態等の体系について述べてきたわけだが,そ の全体を一覧できる形に要約す

ると,体 系表(P.277)の ようにまとめることができる。 しか しこれは,あ くまでも

現在までに調査することのできた資料に基づいてお り,新 資料の登場次第では新たな

274



名久井　　東日本における樹皮利用の文化

検討を要する部分も生じるであろう。その意味でこれは暫

定的なものだが,東 日本における近現代の樹皮採取法,加

工技術,樹 皮製器物の形態等に関する大概は掌握 している

はずである。初めにも書いたがこれをひとつの指標 として

ある地域,民 族などと比較 して異同を識別することが可能

になるはずである。以下では比較のひとつの試みとして,

日本の縄文時代V`　 ける樹皮加工技術との関連性に関して

考察してみることにしたい。

第2章 縄文時代の樹皮利用

1.縄 文時代の樹皮加工技術

　植物性の遺物は全国各地から発見されていると言っても

過言ではない。 しか し縄文時代のそれも樹皮製品 となると

殆どが断片の状態でしか発見されておらず,全 体形が分か

る例は希有である。それは素材の性質上,湖 沼の底や水田

の下のような低湿地 と呼ぼれる特殊な条件下にある遺跡で

ないと跡形もな く朽ちてしまうからである。そのような事

情で縄文時代の樹皮加工に関する技術文化の全容はよく分

かっていない。 しか し僅かに発見される小さな断片からで

も,そ れな りに縄文人の樹皮加工技術の一端を窺 うことが

できる場合がある。 どのような形態の器物 も各種技術の総

合によって成立することを思えば,縄 文人の残した樹皮製

遺物の断片から彼らの加工技術を抽出してお くことは,彼

らの樹皮加工技術の実態を知るために必要な基礎的作業の

ひとつであろう。ここでは縄文時代の遣跡から発見された

図38　やす り筒(使 用
　　 地:岩 手県田野
　　 畑村,岩 手県立
　　 博物館所蔵(畠
　　　山家資料),作
　　　図者:斎 藤明子
　　　 (当時東北学院
　　　大学生))

樹皮製器物を分析的に技術分解 し,縄 文時代の樹皮加工技術にどのような種類があっ

たのか概観しておくことにしたい。
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図39　 塩入れ(復 元資料,作 図者:朴 恵汀(岩 手大学生))

(1)幅 狭い樹皮を用いた遺物から検証される加工技術

　1)編 む技術一 縄文時代の編組技術

　東 日本に限らず有機質素材による編み物が広 く存在 したことは,平 底土器の底部に

刻されたいわゆる網代底の存在によって明らかである。 しか しこれらは圧痕であるか
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　　　　　　　　　表　東日本近現代の伝統的樹皮採取法と加工技術の体系

【樹皮の採取法と採取部分】

採取

剥離

(樹幹 ・枝
・蔓)

横剥ぎ型(樹幹)

【一次素材】

幅広く,内皮まで剥
いだ厚い樹皮

　　　　　【

に裁断する

円く曲げ,
両端を綴る

加 工 技 術 】 【器物等の形態】

樋

底を入れるコ藤1欝1

かす。

二つ折りにして,両 脇を綴る

…遷 ける

袋型容器

皿型容器

四方の側面を折 り立て,綴 る一 箱型容器

一側面を折 り立て,綴 る一一一 箕型容器

形を削り出す一一一一 鎌様刃物

幅広く,外皮だけ需 帯状に切る一 一一一一一一組み綴じ素材
剥いだ薄い樹皮

　剥ぎ型一 幅狭く,内皮まで
(樹幹・蔓)　剥いだ厚い樹皮

欝 型{

折 り畳み,綴 る

束ねる

紐

板状製品

束,房状

三つ編みにする一一一一一一 一一一一一 紐

う

一む

一む

,綱

網,網 袋

底を編み,体 部を編み上げる一一一編み袋

底を組み,体 部を編み上げる　　　こだし

両脇を綴じる

面的な編み物

折る王
カバン型入れ物

天繍 る{膿1
備 中当て

やや幅広く,内 皮ま
で剥いだ厚い樹皮

み籠類

螺旋に組み上げる一一一一一一一一一組み籠類,鞘

一む手法を付加する一 一一編み籠,は ばき

る一 一一 一縫 う

螺旋に巻き,縛 る

袋,衣 料

幅狭く,外皮だけ剥
いだ薄い樹皮

欝《1
別物にはめる

底を入れる

メガホソ状

世状製品

装飾,補 強材

筒型容器
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ら素材の材質までは分からないのが普通である。素材を知 り得るのは現物を精査でき

た場合だが,縄 文時代の遺跡から発見される編み物の現物は発見例が少なく,ま して

や全体的形状まで知 り得る例は殆ど無いと言えるほどである。発見されているものも

断片的であ り,材 質についても同定が困難であった りするらしく,樹 皮製品として確

言されている編み物の報告例は希有である。

　そのような状況の中で青森県是川遺跡から発見された資料は,縄 文時代晩期の編組

技術について知ることができる貴重な例である。この遺跡から発見された植物性遺物

については 「日本石器時代植物性遺物図録」【喜田 ・杉山　 1932]に 詳しいので,こ の

中の編み物に窺われる是川人の編組技術について観察してみよう。

　A.編 組技術 「是川第一一種」

　是川遺跡から出土した植物性遺物をまとめた 「日本石器時代植物性遺物図録」に採

録されている 「樹皮の表裏に異なる編物の附着せるもの」の一面に付着する編み物の

断片(写 真6)【 喜田 ・杉山　1932:第 九図版1】 の編み方は,細 く整えた複数の並列

する植物性素材を,直 交する方向から同様素材で規則的に絡げて編むという方法によ

写真6　 編組技術 「是川第一種」
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っている。この例の材質については記録がないが,写 真から推測するとヤマブ ドウな

ど蔓物の皮に最もよく類似 している。 この例の場合,縦 芯にかかわる最小単位の編み

芯は2本 であり,こ れが1本 の縦芯を表裏から挟むように取 り込み,次 の縦芯に移行

する際に一定の方向に捻 ってはまた次なる縦芯を挟むとい うことを繰 り返している。

ここに是川人の編む技術の1種 を知ることができるわけだが,こ の種の技術を便宜上

ここでは 「是川第一種」と称することにしておきたい。なおこの技術によった例は福

井県鳥浜貝塚の縄文時代前期の遺物包含層からも発見 されている　【鳥浜貝塚研究グ

ループ　1979:図 版80,81】 か ら,き わめて長期間にわたって継続 したことが窺われ

るのである。

　B.編 組技術 「是川第二種」

　もうひとつは 「樹皮製編物」とされる断片で,写 真によると幅狭 く整えられた樹皮

らしい素材が2本 並列 してお り,そ れを真横から6枚 のやや幅の広い樹皮テープが編

んでいる(写 真7)【 喜田 ・杉山　 1932:第 七図版2】。写真を見る限 りでは編み芯 と

なっているテープ状の素材はサクラの樹皮に最も類似している。この例の場合,縦 芯

にかかわる最小単位の編み芯は1枚 であ り,並 列する縦芯の1本 を一旦越えてか ら,

これを くるむようにして戻 り,一 巡 りしてから次へ向か うということを繰 り返す らし

い。先の 「第一種」とは編み芯の数も編み方も異なっているところから,こ の編組技

写真7　 編組技術 「是川第二種」
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術をここでは 「是川第二種」 と称 して区別 しておくことにする。

　 C.編 組技術 「是川第三種」

　上掲図録の 「樹皮の表裏に異なる編物の附着せ るもの」 の一面 【喜 田 ・杉山

1932:第 九図版2J,あ るいは 「樹皮に編物が固着せるもの」【喜田 ・杉山　 1932:第 七

図版1],お よび 「泥炭に包含されたる編物面」【喜田 ・杉山　 1932:第 八図版1](写

真8)に は,第3の 編組技術が残されている。やは り幅狭 く整えられた素材は1本 な

いし数本単位で用いられ,こ れらが互いにほぼ直交する方向で装飾的に組まれている。

　 このように多数の植物素材を縦横に組み合わせ,絡 げることな く目を密に整然とし

かもきわめて装飾的に組む技法は是川遺跡に限らず鳥浜貝塚その他に例が多 く,分 析

的な研究には細別を要すべきものである。 しかしここでは便宜上ひと絡げにして 「是

川第三種」と称 しておきたい。鳥浜貝塚に縄文時代前期の類例がある 【鳥浜貝塚研究

グループ　1979:図 版83】 から,こ の種の組み方も縄文時代を通 じて広 く行われたも

のであろ う。

　D.縄 文時代の編み籠類における精粗

　いま是川人が残 した遺物から3種 の編組技術を抽出したわけだが,こ の うち是川人

が製作した器物の全体像を知 り得る例は,有 名な藍胎漆器だけである。藍胎漆器は青

森県亀ケ岡遺跡からも鉢型,皿 型などの形態が発見されている　1三田史学会　1959:

133-138】 が,そ れらには底部の中央を中心 とした方形の四隅に角が認められる場合

写真8　 編組技術 「是川第三種」
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がある。これは底部の成形に当たって 「是川第三種」の技法を採用しているために生

じた現象と考えられるのである。すなわち編み籠類を製作する際には,原 則 どお り底

部になるべき部分から素材を縦横に組み始めるが,底 を組み終わった時点で素材が交

差 している部分は方形になる。その時その方形の4辺 上には未だ編まれていない素材

が延びてお り,四 隅の部分には素材の空白域ができている。その四方に延びている部

分を上方に起こして縦芯 とし,順 次これに横の芯を編み込んで器体部を成形していく

というのが編み籠類の製作手順であって,そ の際空白域を埋める役割を担 うのは隣 り

合 う2辺 上に並ぶ素材のうちの空白域に直近の部材である。従 って縦芯を上方に起 こ

す度合いが強ければ強いほどそれらは互いに接近することにな り,そ のことによって

空 白域が狭まる分だけ角が明瞭に現れるのである。是川,亀 ケ岡遺跡の外い くつかの

遣跡から発見される藍胎漆器は,い ま述べたような底部の特徴から底の組み方が殆ど

の場合 「是川第三種」の技法によっていることを指摘することができるわけである。

　藍胎漆器の特徴は,母 胎に十分な下地塗 りを施 しその上に堅牢に漆をかけるところ

にあるが,そ のためには藍胎の目が詰んでいなければならなかった。是川遺跡から発

見されている藍胎漆器は,入 念に整えた植物性素材で緻密に組み上げて下地を塗 り,

漆を塗布 した り模様を描いている。そのようにして仕上げられた器表面の精緻さが,

例えて言 うならシソの実の一粒 も漏らさないものであったことは,各 地から発見され

ている藍胎漆器の本来の器壁を復元的に推定してみることで十分に納得できるところ

である。そのような緻密な製作の基礎は母胎にあ り,そ れを可能にするには 「是川第

三種」の技法が最適だったのである。

　 では 「是川第一種」,「同第二種」の技法はどんな器物を作る際に採用されたのであ

ろうか。縄文遺跡からはクル ミ,ト チ,ナ ラなどの堅果類が発見されるが,そ ういっ

た山の幸を採集して住 まいまで運搬するのに必要な入れ物を想定 してみると,編 み目

の粗い 「是川第一種」の技法の存在は無理なく理解できるのである。すなわち収穫物

がこぼれない程度に編み目が粗 くても構わない場合には,「第一種」の技法によって

大容量の割には軽い編み籠を製作 したと考えられるのである。「是川第一種」と命名

することになった最初の資料は,こ のような編み籠の一部分だったのか も知れない。

　 このように,1個 の器物の製作に要する素材の分量やその吟味の程度,仕 上げまで

の手段と手数,製 品の緻密さなどを比較すると,前 者の精に対して後者は粗である。

すなわち縄文土器に精製,粗 製の別があったように,縄 文時代の編み籠類にもそれが

あったわけである。精製編み籠類は,必 ず しも総てが漆で仕上げられたとは限らない

であろうが,お そらく専ら屋内の定位置に置かれ,主 として粉末や植物の種子のよう
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な微細ないし小型の固形物を収納 しておくためや,日 用の器物 として用いられたもの

であろう。 これに対 し粗製編み籠類は,屋 内でも用いられたであろうが主として屋外

におけるやや粒の大きい固形物の運搬用として消耗品的に用いられたと思われる。

　E,予 測される縄文時代の編み籠類

　東北日本における近現代民俗例の樹皮製編み籠類は,入 れ物それも屋外での運搬用

として製作されたものが最も多い。山仕事に用いる諸道具や山の幸,あ るいは収穫物

を入れて運搬する用具として,背 負 う類,腰 に付ける類,手 に提げる類などが作られ

た。それぞれの編み方にどのような工夫が加えられていようとも,そ れ らの機能と使

用法は一見して明らかである。背負うにしても腰に付けるに しても,そ れぞれの使用

法に最適の形態 と大きさ,身 体に付ける仕掛などが確立されているわけである。それ

は樹皮を自在に使いこなす ことができる山住みの人々が,山 の幸の採集や道具の運搬

という必要性の中から,最 も使い易い形態として完成 させたのが背負 う類や腰に付け

る類,あ るいは手に提げる類などであ り,そ れにふさわ しい形態であった。

　そのような用向きの入れ物の製作に樹皮が最適だったのは,① 素材の入手が容易

である ② 製作用具は刃物と錐があれば足 りる ③製作に腕力や高度な熟練が要ら

ず,比 較的容易に作 ることができる ④ 素材の継ぎ足 しが容易なので,大 型の器物

も製作可能である ⑤ 落下の衝撃や乾燥に強い ⑥ 修理が容易である ⑦ 軽いなど

の長所があったからと思われる。

　是川人のように編組技術を持った縄文人がその素材に樹皮を採用 したのは,そ のよ

うな長所への理解があったからであろう。すなわち縄文人と近現代人は,樹 皮の選択

に関して同じ価値観を共有 していたのである。そのような縄文人が,民 俗例 と同様の

必要性から民俗例 と共通する編組技術によって樹皮製の入れ物を作 った場合,で き上

がった製品が民俗例と全 くかげ離れた形態になるとは考え難い。 ここは縄文人の樹皮

製編み籠類にも,背 負 う類,腰 に付ける類,手 に提げる類などがあったことを想定す

るのがきわめて自然 と思われる。

　 ところで是川遺跡出土資料で,そ の素材を樹皮 と判定された資料の中には この 「第

三種」の技術で製作された例は見当た らないが,そ れはたまたま発見されていないか

らであって 「第一種」や 「第二種」の例から類推するとヤマブ ドウの蔓皮などを用い

た製品があったと考えておくのが自然であろう。そして精製編み籠類の底部を製作す

る 「是川第三種」の技法を,是 川人が粗製編み籠類の底部や器体部にも採用 していた

と推測することもまた全 く無理がないことと思われる。樹皮を帯状に整えて編む技術

を持 った是川人が底部をそのようにして組み,仮 に体部を 「是川第一種」の技法で編
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んだとしたらどのようなものができあがるか。そこに浮かびあがるのは,図32,図34

のような民俗例に限 りな く近いものではないだろうか。そのような民俗例と同様の全

体形が分かる編み籠は,縄文時代の遺跡からはこれまでのところ発見されていないが,

将来必ず発見されるに違いない。

　2)巻 く技術一 樹皮の帯紐の存在

　A.弓 に樹皮を巻 く例は,縄 文時代前期の福井県鳥浜貝塚i鳥 浜貝塚研究グループ

1983:26】 を初めとして,各 地の縄文時代の遺跡に出土例がある。巻かれるのはサ ク

ラの樹皮である。

　B.樹 皮の帯紐を巻いた好例に,青 森県亀ケ岡遺跡から発見された石棒がある(写

真9)【 三田史学会　1959:図 版第十九】。慶応大学考古学研究室のご厚意によってこ

の樹皮を観察させて戴いた折の所見によれば,一部分はサクラの表皮に類似 している。

　 このように幅狭 く剥いで整えた樹皮の帯をある器物に巻いて製作 した り補強する技

術が,縄 文時代に存在することが確認され,長 期間に渡って行われたことが窺われる。

3)束 ねる技術

A.鳥 浜貝塚の縄文時代前期の包含層か ら,半 戴 した竹か茅のような材を束ねる

ように,樹 皮のテープを巻いた用途不明の遺物が発掘 されている(写 真10)【鳥浜貝

写真9　 亀ケ岡遺跡出土の樹皮を巻いた石器(慶 応義塾大学考古学研究室所蔵)

283



国立民族学博物館研究報告　　18巻2号

塚研究 グル ープ　 1985:63】 。

　 B.縄 文 時代 晩期に属す る秋 田県中山遺跡 か ら,ド ーナ ッツ状に した植物 質 の芯

写真10鳥 浜
　貝塚出土の
　樹皮で束ね
　た例(遺 物
　番号・　 )

に,幅 狭 く整えた樹皮を ぐるぐる巻きにした遺物が出土している(挿

図1)【 秋田県五城 目町教育委員会　1984:39】。民俗資料の鍋敷きぐ

らいの大きさである。巻かれている樹皮の外見はスギ,ヒ ノキなどの

針葉樹の樹皮の裏面に近似 している。

　 このように幅狭 く剥いで整えた樹皮の帯によって,あ る物を束ねる

技術が縄文時代に存在することが確認され,し かも長期間に渡 って行

われたことが窺われる。

　4)芯 にする技術

　先の鳥浜貝塚から樹皮素材を芯にした縄製品が出土している(遺 物

番号750-004)【 鳥浜貝塚研究グループ　1979:図 版76】。 また縄文時

代終末期に属すとい う福島県荒屋敷遺跡 皿か ら,細 い縄3本 を単位と

して規則的に入 り組む ように整然と巻いた特殊な縄製品の断片が出土

している(挿 図2)が,報 告によるとこれは樹皮を巻いて作った棒状

のもの2本 を芯としているとい う【小柴　1988:402-406]。

　 このように樹皮の繊維を芯材とする技術が縄文時代に存在すること

が確認され,長 期間に渡 って行われたこと

が窺われる。

挿図1　 中山遺跡出土の樹皮製品(直 径約30cm)

挿図2　 荒屋敷遺跡出土
　　　　の縄製品断片
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　5)絢 う技術一 撚 り糸,縄,綱 の存在

　先の鳥浜貝塚からはさまざまな太さや構造の糸,縄 類が採

集されてお り,報 告書には恐 らく肉眼に依ったのであろうが

その素材について樹皮と記している例がある。

　この遺跡から発掘された縄で私が最も興味深 く思 うのは,

遺物番号 「750-003-C」 の縄である(写 真11)【 鳥浜貝塚研

究 グループ1979:図 版78】。太さが3.Ocmあ るとい うこの

縄の注 目すべき第1点 はその構造と所属の時代である。まず

構造については注1に 示した近現代の樹皮縄 と全 く同じであ

ることが注目される。この資料は鳥浜貝塚の縄文時代前期,

北白川下層式と深 く関わる土器 と伴って出土 してお り,山 内

清男博士がその構造を指摘した同期の縄紋原体 と全 く同一の

構造を持った,よ り実用的な縄 と言えるのである。注目され

る第2点 はその外見である。というのはこの縄はこの遺跡か

ら発掘された他の縄に比較 して表面がひ ときわ滑らかであ

る。これはこの縄を構成している直前段階の製作方法に起因

しているように思われる。すなわちこの縄は直前段階の撚紐

写真11　 鳥浜貝塚

　出土の縄(遺物番

　号75003-℃)

を作る際に繊維束を単に捻っただけではなく,捻 った素材の表面をやや幅のある同一

素材で くるむように巻いているように観察されるのである。実はこの方法は民俗例で

シナノキの樹皮で縄を綺麗に作 りたい場合に採用される手法であった(本 論文p.249

参照)。

　 このように縄文時代前期の縄に民俗例の樹皮縄 ときわめてよく共通 したものがある

ことが確認されるのである。ちなみに布目順郎氏はこの縄の材質について「アカソ様」

とされている【布目　 1992:132)。 縄文時代においては編み布のようなものを作る糸に

は草本の繊維を使った場合が多いと推測するが,頑 丈さが要求される縄や綱には樹皮

を利用することが多かったのではないだろうか。民俗例に樹皮縄が存在 している事実

は,稲 作が普及してワラ縄が作られるようになっても樹皮の縄が残ったことを物語っ

ているが,そ の背景には縄文時代から変わらざる相応の理由があったのである。

　 (2)幅 広い樹皮を用いた遺物から検証される加工技術

　縄文時代晩期の是川遺跡からは,「朱漆文様入樹皮製品残欠」【喜田 ・杉山　 1932:
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第二十八図版】と,「樹皮製容器残欠」【喜田 ・杉山　 1932:第 二十二図版(3)】 とされ

た ものが発掘されている。前者は1個 体分と考えられているが,14の 破片にちぎれて

お り,本 来の形を推測するのは難 しい。その うちの5破 片には直線的な縁片に整然 と

並んだ小さな貫通孔があ り,そ れを喜田,杉 山が綴 目孔としているのはその通 りであ

ろう。ただ し本来の形態が分からないので器物のどの部分を綴 った ものであるか厳密

には不明である。ただ綴 り目孔のある全破片とも朱漆による文様の描 き入れが孔の列

よりも外側には及んでいないところを見ると,これらは口縁部分の破片かも知れない。

すなわち口縁部分に別素材による補強を施 し,そ の後に器体部への模様の描き入れが

行われたものであろ う。 このように見るとどうやら是川人は幅広く剥いだ樹皮で何ら

かの容器を製作 していたらしい。この点についてもう少 し手掛か りはないのであろう

か。

　1)綴 る技術一 容器の存在

　A.是 川遺跡の 「樹皮製容器残欠」

　容器を作るために幅広 く剥いだ樹皮は,素 材の形状としては平面状を呈している。

これで立体的な容器を製作するためには,器 体の一部分において必ず素材どうしを接

合 しなけれぽならない。その最も普通の手段は綴 り合わせることだった。是川遺跡か

ら発掘されている後者の 「樹皮製容器残欠」はその実際例に当たる。すなわち幅のあ

るやや大きな樹皮片 と,一 回 り小さな樹皮片の2枚 が殆ど完全に重なってお り,一 端

に寄った部分に2枚 の樹皮を貫通する孔が縦に2つ 並んで開けられている。図上で計

る と樹皮の大きさは,最 大で横が約130mm,幅 が約47　mmあ り,孔 の間隔は17

mmで ある。 これが本来どのような形態の器物であったのか不明であ り,こ の2枚 の

樹皮 も,本 来連続する同一の素材であったものか,あ るいは全 く別な素材が組み合わ

されたものかは分からないが,こ のような技術を持った是川人ならぽある程度深さの

ある樹皮製容器の器体部を作ることができたと考えてよいであろ う。喜田らが 「容器

残欠」 としたのは的を射ていたのである。

　 この 「樹皮製容器残欠」は本来どのような器形だったのであろうか,試 みに民俗例

を参考 として考えてみよう。まず皿型容器には樹皮が重複する部分が無いところから

これを除外する。袋型容器には重なる部分があるが,そ の重複の程度は軽いのに対 し

て是川例の樹皮の重な り方はかなり深いので,こ れも一応除外 して考える。すると円

筒型容器 と箱型容器に絞 り込 まれることになる。実はこのような場合まずもって観察

しなけれぽならないのは樹皮の 「目」である。
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　B.樹 皮の 「目」について

　樹皮の内皮は力学的に均質でな く,根 から梢に向か う縦方向が横方向Y'比較 して強

靭で,曲 げても折れ難い。これに対して横方向には弱く,縦 方向よりは弱い力で折損

する。同様のことは樹皮の表皮にもあって,例 えぽサクラの表皮は横方向へ引っ張る

力に対してはきわめて強靭だが,縦 方向にかかる力に対 してはあっけないぐらいに弱

い。このような樹皮の性質は採取法や加工技術にも深 く関連 しているわけだが,こ こ

ではこのような樹皮の方向性について便宜上 「目」と呼んでおく。「目」は本来の天

地にかかわらず,樹 皮の強靭な方向に走っているのである。

　民俗例の円筒型容器において重複部分の樹皮は2枚 であ り,そ の場合 「目」は2枚

とも同 じである。同様に箱型容器における重複部分は最多の場合3枚 であ り,こ のう

ち2枚 の 「目」が同一,残 りの1枚 が これ らと直角に交差する(p.241参 照)。 是川

出土の 「容器残欠」例の重複す る2枚 の樹皮は,こ れらの中のどれかに相当するもの

と思われる。是川例の精査が可能とな り,も しも 「目」の交差が確認されたなら,こ

れは箱型容器の重複部分の断片と判断されるであろう。 しか しそれが同方向であった

としたら,円 筒型容器,箱 型容器の双方にその蓋然性が拡大するのである。

　 このように縄文時代には幅広い樹皮を重複させて綴る技術が存在 していたことが確

認されるのである。その技術によってどのような器物が作 られたのかという点につい

ては,ま ずもって箱型容器,円 筒型容器が考えられよう。

　2)円 く曲げ,両 端を綴る技術

　石川県チカモ リ遺跡から朱漆を塗布 した用途不明の小さな樹皮製品が出土 してお

り,そ の一部分にやや幅のある樹皮を曲げて両端を綴 り,輪 にした例がある 【金沢市

教育委員会　1986:199】。その技術を身につけたチカモ リ人がもう少 し幅の広い樹皮

を使ったとしたら,立 派な円筒型容器ができる道理である。すなわちチカモ リ例は,

縄文人が幅広 く剥いだ樹皮の丸 まろうとする性質を利用 して円筒型容器を作る技術を

持 っていたことを窺わせているのである。

　3)折 り曲げて脇を綴る技術

　山形県押出遺跡から縄文時代後期に属す小型の樹皮製品(写 真12)が 出土 している

【山形県教育委員会　 1987:15】。第3次 調査説明資料掲載写真によると幅約6cmの 樹

皮を二つに折 り曲げ,両 脇を綴ったものらしい。

　この押出例は縄文時代に,樹 皮を折 り曲げて綴ることyTよ り箱型容器を作る技術が
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写真12押 出遺跡出土の樹皮製品(縄 文時代前期,縦9.0× 横5.8× 厚 さ3.Ocm,山 形 県教育委

　　　 員会所蔵)

あ ったこ とを窺わせ るものであろ う。

　4)必 要な形を切 り出す技術

　先述の石川県チカモリ遺跡出土の樹皮製の輪の中には,角 を丸めた三角形の樹皮が

たわめられて,組 み込まれている(挿 図3)【 金沢市教育委員会　1986:199】。また岩

手県料内遺跡から,1枚 の樹皮から削 り出した縄文時代後期に属する用途不明の樹皮

製円盤が発掘されている(挿 図4)【 岩手埋蔵文化財調査センター　 1982:SO1]。 共に

必要な形を切 り出した一例である。このように縄文時代には,樹 皮から必要な形を切

り出す技術があったことが確認できる。

　5)曲 げて起こす技術

　北海道忍路土場遺跡から縄文時代後期の樹皮製容器(写 真13)が 出土 している　【三

浦　 1989:図 版皿一9】。長方形の幅広い樹皮の両端にひだを作る形で角を引き寄せなが

ら,上 に曲げて起こすことによって容器を成形 している。現状では引き寄せ られた部

分は直立 しているが,本 来はこの部分には参考例の 「あかくみ」(写 真14)の ような

取 っ手が付いていたものであろう。この遺跡からは,加 工の痕跡こそ見当たらないが・

幅広 く支度された樹皮が相当数発掘されてお り,北 海道の縄文時代後期には樹皮の利
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挿図3　 チカモ リ遺跡出土樹皮製品

挿図4　 蒋内遺跡出土の樹皮製円盤

写真13 忍路土場遺跡出土の樹皮製品(縄 文時代後期,長 さ9.2× 幅5.9× 高さ5.9cm,小 樽市

教育委員会所蔵)
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写真14　 あか くみ(使 用地:カ ナダ,国 立民族学博物館所蔵,標 本番号H8041)

用が盛んであったことを窺わせている。なおこの忍路土場例のような技法で容器を作

る例は近現代の日本の民俗例には見かけない。むしろ写真14の ように北アメリカ北西

海岸の民族例に類例があ り,そのあた りの事情の解明は今後の研究に委ねられている。

　以上のように縄文時代には各種の樹皮加工技術があった。彼 らは必要な器物を樹皮

で作るために,「剥 ぐ」 という明確な意志を持ち,相 応の道具を手に樹木に立ち向か

った。彼らはそのような樹皮を,い かなる方法によって獲得 したのであろ うか。

2.縄 文時代樹皮採取法の検証

　 (1)「 縦剥ぎ型剥離法」による樹皮の採取

　鳥浜貝塚の出土例に見られるように,縄 文人はさまざまな太さの縄類を製作 した。

中でもその製作に最も工夫を凝らしたのは,土 器製作の仕上げ段階で表面を装飾する

施文具の1つ として使用する縄であった。われわれは今でこそ土器の表面に残された

縄の圧痕を手掛か りとして彼 らの縄の構造を知ることができるのだが,最 初は誰一人

としてそれが分からなかった。そのような縄の紋様を克明に分析され,構 造や施文法,

分布や体系等について全容を解明したのは故山内清男博士であった。以来主 として縄

文土器の研究に伴い各地において新種の縄の構造が探求されてきているが,そ の基礎

になっているのは山内博士の業績である。考古学者によるそ うした研究の結果縄文時

代の縄の構造には,組 紐 も含めて実に多彩なものがあることが明らかになっている。
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しかし縄文人が使った縄はそ うした土器の装飾のために工夫された繊細なものばか り

ではなく,実用一点張 りの縄もあったことは鳥浜貝塚例その他によって明らかである。

　縄文時代にはそのように用途や美意識によってさまざまな縄が製作されたが,ど の

ような縄や組紐にも共通 して言えることは,複 数の長い繊維を集合しているというこ

とである。彼らはそのような繊維が採れる素材を熟知 してお り,作 ろうとす る縄に要

求される丈夫さや長さや,と きには繊細さや色彩などに最適な素材を,多 くの選択肢

の中から選んだのである。例えぽ太 くて丈夫であることを要する縄を製作す るにはそ

れに見合 う繊維が必要である。それを得るにはシナノキやオヒョウのような木の樹皮

や,ヤ マブ ドウやフジの蔓皮などが最適だが,そ れらから長い繊維の材を得るには,

樹皮を下から上へ長 く剥いで得るしかないのである。遺跡から発掘される樹皮縄は総

てこの縦剥ぎ型剥離法によって得た樹皮を使 ったに相違ない。

　木製の弓は各地の縄文遺跡から発見されているが,例 えぽ樺皮を巻いて精巧に製作

した弓には,巻 き皮が残存してはいても本体の表皮が残っていないのが普通である。

このことは生木の加工の段階でまず樹皮を除いてから整形 したことを物語っている。

弓にするような細い生木から樹皮を剥 ぐには縦剥ぎ型剥離法が最も自然であろう。石

川県チカモ リ遺跡から,帯 紐状に長 く採取 した樹皮を長径9.3cm,短 径6.3　cm程 に

巻いたものが発掘されている【金沢市教育委員会　1986:198】。青森県是川遺跡から発

掘された 「樹皮製撚糸」【喜田 ・杉山　 1932:第 七図版4】 や 「是川第一種」の編み物

に使われている繊維 も細長い 【喜田 ・杉山　1932:第 九図版11。

　このような諸例から明らかになるのは,縄 文人には縦剥ぎ型剥離法によって樹皮を

得ることを知る機会があったことと,実 際そ うして得たに違いないことである。

　 (2)「 横剥ぎ型剥離法」による樹皮の採取

　八戸市是川遺跡から出土 した断片のように,幅 広い樹皮で製作された器物は,作 り

手の構想通 りに折 り曲げた り延ぽ した り,綴 った りして作 られる。樹皮がそのような

外力に耐えられるのは新鮮なうちであって,朽 ち木から自然に剥落 したような樹皮で

は製作できないから,縄 文人が生きた木を素材 としたことは明らかである。長さより

も幅を要する樹皮を生きた木から得るには,太 い木から横剥ぎ型剥離法によって得る

しかないであろう。

(3)「 螺旋剥ぎ型剥離法」による樹皮の採取

前項にふれたように,テ ープ状の樹皮は各地の縄文時代の遺跡か ら発見されている
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が,こ れ らはどのような方法で得られたのであろうか。私が発掘予定地で伐採される

ことになっているサクラの樹から樹皮を剥ぐ実験を したことはすでに記したが,そ の

際民俗例の一方法を体感するために,こ の螺旋型剥離法も実験 してみた。その折,太

さ数cmの 枝でこの方法を試 したところ剥いだ端から樹皮がカールする場合があるこ

とを発見 したのである(写 真15下)。 但 しそれはサクラの表皮だけを剥いだ場合のこ

とで,内 皮まで剥いだ場合にはそうならない。また同じ木から得た似た太さの枝で実

験 しても必ずカールするわけではないことを知 り得た。どのような条件の時にカール

するのか分からないが,テ ープ状の樹皮でカールするのは,ど うやらサクラの細い枝

の表皮を螺旋剥ぎ型剥離法によって長 く剥いだ場合に限るようである。そのような認

識で過去の発掘例を探 したところ,カ ールしているサクラの樹皮が是川遺跡から出土

していることが分か り(写 真15上)【 喜田 ・杉山　1932:第 八図版6】,縄 文時代晩期

写真15　 カールした樹皮(上:是 川遺跡出土例,下:実 験的に剥いだ例)
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の樹皮採取法のひ とつに螺旋剥ぎ型剥離法があったことを知 ったのであ

る。

　この剥離法がいつの時代に行われ始めたものか物証を得るのは難 しい

が,サ クラの若い枝から採取された長い樹皮テープが出土 した場合は,

この剥離法の存在について検証 してみる必要がある。その意味できわめ

て興味深 いのは,、鳥浜貝塚 か ら発掘 された長 さ約100cm,太 さ

3.5～4.5cmの1本 の棒 で あ る(写 真16)【 鳥浜 貝塚 研究 グル ー プ

1985:64】。 この棒の端には石器による切断痕があるから鳥浜人が何らか

の意図を持って働きかけた棒であることには間違いない。この外観で最

も注 目されるのは,上 から下 まで左下が りのひび割れのようなものがた

くさん走っていることである。その傾きや間隔がきわめてよく揃 ってい

るが,こ れを自然の作用の結果とす るには揃い過ぎてお り,人 為的な痕

跡 と考えなければどうにも脇に落ちない。

　ではどのような場合にこのような現象が現れるかとい うことになる

が,こ のことについては民俗例の樹皮笛を製作する際,螺 旋型剥離法に

よって樹皮を剥いだ後に残された木質部の傷を見れば最もよく理解でき

るのである(図36)。 鳥浜例は螺旋剥ぎ型剥離法によって樹皮を剥いだ

痕跡ではあるまいか と見当をつけ,掲 載写真の裏側の外見について福井

県立若狭歴史民俗資料館に問い合わせてみた。調べてくれた担当の方に

よると,ひ びの部分はまさしくひび割れの状態で人為的な傷には見えな

いこと,そ のひびは掲載写真の裏側にも廻っているがきちんとした螺旋

写真16

　鳥浜 貝塚

　出土の棒

　 (遺物番号

　EV8248)

を描くようには連続していないとい うことであった。お送 り戴いた各方向からの写真

を見ると,確 かにその通 りの所見であるが,自 然の作用に依 ったとは考え　いこのよ

うな特異な外観を呈するに至った最初の誘因が何であるかを推測すると,や は り私は

この螺旋剥ぎ型剥離法の存在を候補の筆頭に挙げておきたいのである。なおこの材の

樹種の同定はまだ終了していないという。

　 (4)抜 き取 り法について

　上記3種 に細別される剥離法とは全く異なるこの採取法が縄文時代にも存在するか

否か,私 が目にした範囲内では確認できないが,剥 離法その他における樹皮加工技術

の縄文例と民俗例との共通性から類推すると,こ の方法も縄文時代に存在した可能性

がある。直径が小さいものに被せる用例に注意する必要がある。
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　以上のように見てくると縄文時代の樹皮採取法は,現 在のところただひとつ 「抜 き

取 り法」が確認されないだけで,近 現代民俗例のそれ と殆ど同 じであることが指摘で

きるのである。

3.　 ま と　　 め

　この章では,縄 文人が製作 した樹皮製器物を分析的に技術分解することによって,

彼らの樹皮加工技術の何種類かを明らかにした。そこに見られたのは樹皮を帯状に切

る,編 む,組 む,巻 く,束 ねる,芯 にする,絢 う,幅 広い樹皮を広げて使 う,円 く曲

げて両端を綴る,折 り曲げて脇を綴る,あ る形を削 り出す,と いった各種の技術であ

った。このような技術を看て取ることができる縄文時代の例を観察すると,「是川第

一種」や 「同第三種」に象徴されるように近現代の樹皮製民俗資料に駆使される加工

技術ときわめてよく共通 していることが確認 され るのである。そのような縄文時代の

製品に使用される樹皮素材には幅広 く採取 されたもの,あ るいは細 く裂かれたもの,

帯状に整えられたものなどの種類があ り,その剥離法を考究すると「縦剥ぎ型剥離法」

及び 「横剥ぎ型剥離法」が行われていたことは間違いなく,「螺旋剥ぎ型剥離法」が

存在 した可能性 も大きいのである。民俗例の 「抜 き取 り法」だけは縄文時代に存在 し

たか否か現在のところはっきりしないが,こ のように見てくると,縄 文人の樹皮採取

法や加工技術が近現代の民俗例ときわめてよく共通 していることは否定 し難い事実と

言わなければならないのである。

　ところでこの 「共通」という現象を我々は どのように理解 したらよいのであろうか。

一般に器物はある機能を必要 として作られる。必要に叶 う形態がまず構想され,製 作

に適 した素材が選択される。その素材に内在する物理的特性を活用する方向での最も

効果的な加工が行われ,時 には化学的変化が加えられた りして仕上げられる。技術革

新によって素材や製法が変化 し,器 物の質や外観などがある程度,も しくは相当変化

することがあった としても,機 能を果たすために必要な基本的形態は維持される。

　このような例はそれこそ物の数だけ存在 しているが,縄 文時代の例で言 うと縄文式

土器は,や きものとしての何段階かの発達段階を経過 した後に金属製品や石油化学製

品に発展 した し,石 器や骨角器の一部は金属製の利器や道具になった。たとえば薪を

割る斧,大 工が使 う墾や錐,昔 のマタギが持 った槍や小刀といった刃物類が,縄 文時

代の同様形状の石器に通じていることを疑 う人は恐らくいないであろう。例え数千年

に及ぶ歴代の実例を具体的に列挙することができなくとも,そ こに一脈通じるところ

があることを疑わないのはなぜか。それは我 々が経験的に知 っている近現代の同様器

294



名久井　 東日本における樹皮利用の文化

物 との間に深い繋が りを認知 しているからに外ならない。確かに上記の諸例のように,

時代の変化と共V'使 用される素材やそれに伴 う製法などが変化 している場合は多い。

にもかかわらずそのように認知するのは,そ の変化の内容があくまでも性能や経済効

率を高めるために改良された結果に過 ぎないのであって,そ の器物本来の 「機能」は

時代を超えて継続されている,と い うことを認識 しているからではないだろうか。そ

のことをさらによく示 しているのが植物性遺物の場合であろう。

　例えぽ我々はある種の植物性遺物のことを木製弓,木 製容器,石 斧柄,杭,丸 木舟,

擢,漆 塗 りの櫛,腕 輪,藍 胎(木 胎)漆 器,籠 状編み物,綱,縄,糸,と いった呼称

で呼ぶことをためらわない。それは,先 の無機質遺物の場合 と同様で,近 現代に存在

していて我々がよく知っている器物との間の深い繋が りを認知 しているからである。

その際我々は,熟 知 している近現代の類品を指標 として,そ こから遡るよう一に縄文時

代の遺物を観察 しているわけである。その結果 として植物性遺物の場合にもある種の

「機能」が縄文時代から近現代まで継続 していること,そ してその機能を発揮するの

に効率的な形態の工夫や製作に好適な素材の選択,各 種加工技術などが縄文時代から

近現代まで絶えることなく継続 してきていること,な どを理解するのである。

　 さてその素材のことだが,土 器や石器などは新素材に代わることがあった。 しか し

上に挙げたような植物性素材で製作された遺物の場合には,素 材の変化とい う点に関

してはその振幅がきわめて小さかったと言 ってよい。石器が鉄器に移行 した傍らにあ

って,木 材r竹,蔓,草,繊 維など植物性素材が備えているさまざまな特性を活用す

ることが古 くから行われてきたことは,あ る種の機能を発揮するためには植物性素材

こそが最も適 していたことを示 しているのである。植物性素材のみが持っている特性

を活用し続けてきたと言 ってもよいそのような用例には,こ れまで取 り上げてきた樹

皮の利用例も含まれると見てよいだろ う。すなわち縄文時代の樹皮製器物に関しても

各種の植物性遺物の場合と同様に,そ れぞれの機能を果た し得る最適の素材として樹

皮に関する諸知識 と加工技術が密接不可分な形で連綿 として受け継がれT近 現代に至

っていると見るのが最 も自然なのである。そこV'は次のような理由から断絶は無かっ

たと思われる。

　 第1章 で解説した民俗例で明らかにした ように,樹 皮製品が成立する背景には樹種

の選択,採 取の適季,剥 離の方法,素 材の調整法,加 工技術などについての知識が表

裏一体の必要条件 として伴っている。そのような,樹 皮製品を成立 させるために欠か

すことのできない諸知識は,縄 文時代の樹木に対しても同じように機能 したはずであ

る。すなわち樹皮製器物は,い つの時代Y'も そのような幾多の要素が秩序立てて総合
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された場合に限って成立する構造的複合体なのである。そのように偶発性から程遠い

存在である構造的複合体が,一 国内において時代を隔てて共通することをもしも偶然

のなせる業 とするならぽ,そ れはあまりにも不 自然 と言わなければならないだろう。

そのような構造的複合体が時代を隔てて共通するのは,む しろ樹皮加工技術に関わる

広範な知識が実技を伴って,世 代から世代へと受け継がれ,維 持されてきたからであ

ると理解するのが最も合理的なのである。

　このように見て くると近現代の樹皮製器物の民俗例は,縄 文時代以来の伝統を受け

継いだものだったのである。古今の樹皮利用の世界を連絡する共通性の度合いについ

ては,縄 文時代の樹皮加工技術が近現代のそれときわめてよく共通 していることが物

語っている。すなわち縄文時代の樹皮加工技術文化がそれだけ濃厚に伝承されている

と言ってよい。といっても近現代の民俗例に見られる樹皮加工技術の総てが縄文時代

に起源 したのではない。樹皮繊維を用いた織物のように,素 材の選択やその整え方の

部分では縄文文化の伝統に従いながら,加 工技術の面で弥生文化の影響を受けている

例があるからである。 しかし弥生文化からの影響 と思われるのはこの織物 ぐらいのも

ので,近 現代の民俗例 と縄文時代例の樹皮加工技術の共通性は大である。このことは,

樹皮を利用するに際 して必要な周辺知識やそれに基づく加工技術が縄文時代にすでに

確立 してお り 【名久井(文)　 1988:37-401,そ れが営hと して現代まで受け継がれて

きたことを意味 しているのである。そのような,言 ってみれば縄文文化の一側面を遙

かなる後代まで伝えたのはどのような人hだ ったのであろうか。

　私が見るところ,こ の樹皮加工技術文化を伝承したのは,日 常の営みに無 くてはな

らないものとして樹皮製器物を必要とする人hで あった。その人々についてかな り絞

り込んだ形で理解できるのは,い わゆる有形民俗資料の観察によってである。それは

物質文化 と言い換えてもいいが,「 モノ」は例えそれがどのようなものであれ,そ れ

を成立せ しめた背後の事情を反映する。例えば雪国には雪国特有の,漁 村には漁村特

有の用具があるように,そ れぞれの生活者が作 りだした用具には彼らの背後にある気

候風土やそれに規制 された生業,生 活がかな り濃密に反映されるのである。そのよう

に 「モノ」とその背後の生活 との関連性を確認 しながらこの樹皮加工技術とその実際

例を観察すると,そ の多 くを残 したのは生活基盤を平地 よりも山地に求める人hで あ

った。

　いま山深い里に残された有形民俗資料を訪ねてみると,平 地の水田稲作農耕を主要

な生業 とする集落の民俗資料には見られないか,も しくはきわめて少ない多岐にわた

る物質文化を見ることができる。それらの多 くは素材の面でも用途の面でも山地が生
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み出す各種の資源に深く関わっているのが普通である。樹皮製民俗資料は殆 ど決まっ

てそのような山地を生活基盤 とする生業に深 く関わる形で存在 してお り,そ の大部分

がそのような山村において製作され残されたことは彼らの民俗資料を見ると歴然 とし

ているのである。

　山地に生活する彼 らにとって樹皮を入手することは容易であった。 しか し同時にそ

の自然環境ゆえに水田稲作農耕からは遠かった。水田の豊かな実 りを遠望 しつつ山地

に依拠せざるを得ない生活があったのである。例えぽ北部北上山地や奥羽山脈の山村

に暮 らした古老に聞いてみると,水 田が開かれたのはビニールパイプが普及 して沢か

ら水を引 くことが可能になった昭和30年 前後のことだという所が珍 しくない 【名久井

(文)　 1989:126】。そ うい う地域では炭焼き,木 挽き,竹 細工,腰 籠や箕を作るイタ

ヤ細工,木 杓子つ くり,木 地師,塗 り師,漆 掻き,な ど山に依拠するさまざまな営み

があった。そこでは山地の斜面に火を入れた り,切 り開いた畑ではソバ,ム ギ,ヒ エ,

アワ,モ ロコシなどの雑穀を栽培 した。そんな山の生活を した人の中には収穫できる

雑穀だけでは家族を養 うことができず,秋 の山に入って ミズナラ,コ ナラの実を何石

も拾ってきてはアク抜きをし,そ れを主食のようにして大きくな りましたと,自 ら言

う人がいる。岩手県の山地ではスダミといってコナラ,ミ ズナラを灰汁で煮てアクヌ

キをし,食 べることがよく行われてきた。そのための用具も各地で見ることができる

【渡辺　1990:171-174;名 久井(芳)1986b】 し,ト チの実の皮剥きも珍 しくない。北

部北上山地には野生のイラクサから繊維を採って利用する人が平成初期の現在もいる

のである。

　 彼らにとって各種の山菜はまさに 「やまな」であ り,ト ウカエデの樹液を食用に し

た り,ヤ マブ ドウの実を漬けて楽 しむこともできた。 トチの実は打ち身の薬 として現

在でも常備薬になっているし,ゼ ソマイやワラビと共にキ ワダ,ホ ウノキの樹皮は現

在も現金収入が見込める貴重品である。川でサ ソショウの樹皮を揉むと魚は難なく捕

れた し,あ る人は終戦後の食料難時代でも,身 につけた ワナ猟の技術のおかげで動物

性タンパク 質には不 自由しなかった。1993年 の現在でも,そ のようなワナを巧みに作

ることができる人が30人以上はいるという奥羽山脈沿いの村も岩手県内にはあるので

ある。

　 このような,山 に依拠する彼らの生活を見聞する時,実 のところ彼 らの生活の中に

縄文時代の文化が脈々と受け継がれていることを実感 しないわけにはいかないのであ

る。そういった山村に暮らす人々は,父 祖伝来の生活様式が必要とする各種の用具を

自ら製作する術に長けていた。その背景には,動 物は勿論のこと草木や蔓,竹 など有
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用植物に関する該博な知識とそれに伴 うさまざまな技術の蓄積とがあったのである。

樹皮製品はそのような山地に生活基盤を持つ人hが 伝統的に用いてきた主要な用具群

の一部分だったのである。

　このように見てくると樹皮製器物の製作技術を伝えてきた人々は,ま さしく 「非稲

作的」で,「多岐にわたる採集活動」を行いながら,「山地に依るさまざまな生業活動」

を展開した人々であ り,佐 々木高明博士が言われるところの山民に含まれる人hか も

知れない 【佐々木　1986:209-260】。山民 と言えば柳田国男が追究 した山人が想起され

るわけだが 【柳田　 1963a,1936b],彼 は日本の先住民の解明を目指 して山人を追究 し,

その 「生息地」として奥羽山脈や北上山地そのほかの奥深い山村)/Y着目しながら,つ

いにその追究を断念せざるを得なかった。青森県是川遺跡から大量の植物性遺物が発

見されて耳目を引いた大正時代の末は,柳 田が山人について盛んに追究していた時期

である。もし彼が喜田貞吉,杉 山寿栄男らの業績を通して縄文人の物質文化に関心を

持ち,山 人の 「生息地」の物質文化との関連Y'着 目したならぽ,日 本の民俗学は現在

とかな り違 う方面も開拓されていたのではないかと思われるのである。　 　 '

　最後にもう一度強調 しておくが,水 田稲作農耕に適さない山地の生活者の中に伝x

られた樹皮加工技術文化は,縄 文時代から絶えることな く伝承されてきた伝統的技術

文化のひとつだったのである。

　 しかしこの樹皮加工技術文化の系譜については,将 来の研究に委ねられなけれぽな

らないと思う。何故なら樹皮を利用することは,縄 文人にとっては例えぽ山菜や木の

実や茸を採 り川魚や鳥や動物を獲 って食べた り,あ るいはその羽や獣皮を得て必要な

用具を作るのと隣 り合わせの,自 然に適応 したごく日常的な行為であ り,そ こで得ら

れる樹皮は手近な山の幸のひとつだったと思われるからである。 ということは樹皮利

用の伝統は,縄 文時代どころか道具その他の緊縛を開始 した時代 まで遡ることも考え

られるのである。 しかしその全体像はまだ模糊 としてお り,い ま漸 くにして近現代の

東 日本の樹皮加工技術文化について体系的に概観できるようにな り,そ れが縄文時代

から伝承されたとする説が提起された段階に過ぎない。これが照葉樹林文化に連絡す

る文化要素のひとつであるのか,そ れとも東北 日本の落葉広葉樹林帯や北東アジアに

広がるいわゆるナラ林文化に帰属するのか,あ るいはそれらと全く別のスケールで考

えるべきものなのか,と いったことに関 しては西南 日本をは じめとして北東アジアの

諸地域,北 アメリカ方面との細部にわたる相互の内容を比較 して考察する必要がある。

そのたあには素材の選択や調整法,製 作される器物の形態の種類や分布,あ るいは製

作法や使用法,そ して樹皮の非成形的な利用法,新 旧関係や起源の追究などについて
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の蓄積が必要である。か くて民族学,民 俗学,考 古学の研究の今後の進展を期待 しな

ければならないのである。

お　わ　 り　 に

　この論文ではまず東 日本を中心とした民俗例の精査に基づいて,近 現代の樹皮採取

法や加工技術の体系化を試みた。このことにより漸 くにして別地方や民族の樹皮加工

技術文化 と体系的に比較することが可能になった。すなわちこれを指標 として他 との

異同の実態を知 り,両 者の関連を理解するのにある程度の途を開くことになったわけ

である。

　さらにこの論文ではそ うした比較の一例として東北 日本を中心とした縄文時代の樹

皮製遺物を分析的に技術分解して観察し,近 現代の樹皮加工技術文化 との比較を試み

た。その結果遺物の検討から導き出される樹皮の獲得方法や加工技術等が,近 現代の

それ とよく共通 していることが明らかとなった。民俗例の樹皮縄の中に縄文土器の施

文具である縄文原体 と全 く同一,も しくはきわめてよく共通する構造の例が存在 して

いることに現れているように,近 現代の樹皮加工技術文化は縄文時代以来の長い伝統

を受け継いだものであることが初めて明らかとなったのである。

　以上のことは体系化された近現代の樹皮加工技術を指標として他のそれと比較する

方法が有効であることを物語っていよう。 もし指標に附加すべき新要素が発見された

らその都度追加することによって尺度としての精度が上が り,比 較による異同を判別

するうえでさらに有効となろう。ただしそのようにして知られた異同の解釈は,あ く

までも関連の諸要素を含む総合的な比較の中で行われるべきであろう。

　私がこの論文の題名に敢えて 「東 日本における」と断ったのは,今 後の調査の方向

を提起 したかったからに外ならない。日本の基層文化の一角を明らかにするうえで西

南 日本の各地のみならず,ア イヌ民族を初めとしてサハ リソ,シ ベ リア,中 国東北部

など東北アジアか ら,さ らにはアメリカ大陸に分布するモソゴ・イ ドの樹皮加工技術

文化,ひ いては広 く物質文化 との関連を考究する必要があると思うからである。

付 記

　この論文をまとめるにあたり,快 くご教示を下 さった各地の伝統技能伝承者の方hV`は 心か

ら厚 くお礼を申し上げると共に一層のご健勝をお祈 り申し上げたい。また各地の諸先学,研 究
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者の皆さんからはさまざまなご厚情を頂戴 した。木下忠先生からは岐阜県徳山村の民俗資料の

実測図集を戴 き,樹 皮製民俗資料が北 日本のそれ と殆 ど同様であることを知るうえで大いに参

考になった。佐々木洋治氏からは押出遣跡出土樹皮製品の,畠 中清隆氏からは鳥浜貝塚出土木

製遺物の写真を提供戴き,渡 辺誠氏,富 樫泰時氏,大 沼忠春氏,南 久和氏,昼 間孝次氏からは

文献についてご厚意を頂戴 した。テルビ・タウスティ氏からはフィンランドの古い樹皮製品に

ついて観察する機会を与xて 戴 き,東 北アジアの例 との異同を知るうえで参考になった。諸先

学に対 して心から厚 くお礼を申し上げたい。

　またこの論文に多くの実測図を利用できたことは,各 資料の形態,構 造,製 作技術等につい

ての理解を助けるうxで きわめて有効であった。実測図のうち,岩 手大学人文社会科学部の博

物館実習,岩 手県立博物館の普及事業 「もの学講座」,お よび一芦舎の研修で作製された実測図

については作図者の氏名を明記 した。氏名を記していない実測図は,私 の共同研究者である名

久井芳枝氏の作製になることをお断 りし,こ こで各氏の身を削るようなご努力に対 して心から

の敬意を捧げると共に,学 恩に深く感謝を申し上げるものである。実測図は,モ ノの形態,構

造,材 質に加えて製作方法まで解明しないと描けないもので,紛 れもない著作物である。その

意味でここに掲載された実測図を引用されることは学術振興上大歓迎であるが,そ の場合は著

作者としての作図者の氏名を付記されるようお願いしておきたい。
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